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持続可能な開発目標（SDGs）の
「世界を変えるための17の目標」
で示されている下記のアイコンを
関連する取り組み記事に示してい
ます。持続可能な開発目標

SDGs
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学長あいさつ

鹿児島大学は、日本列島の南に位置し、アジアの諸地域に開かれ、
海と火山と島々からなる豊かな自然環境に恵まれた地にあります。
このような地理的特性を備えた本学は、地域社会、我が国ならびに
国際社会に貢献し、何事にも果敢に挑戦する「進取の気風にあふれる総合大学」として“南九州か
ら世界に羽ばたくグローカル教育研究拠点・鹿児島大学”となることを目指しています。

さて、地球環境面においてここ数年、毎年のように日本各地が豪雨に見舞われ、大きな被害が発
生している状況です。こうした自然の脅威に対しては災害を生じさせないための原因究明と防災
対策に加えて、自然環境の維持・保全への取り組みや、地球温暖化抑制への対応などが重要な課題
であると認識しています。
また、国境を越えた感染症の脅威や軍事的紛争など、目まぐるしく変わる世界情勢の中、新た
な取り組みや対応が求められておりますが、南九州の「知（地）の拠点」として本学の学生、教職
員及び関係者が一丸となって、進取の気風あふれる開かれた鹿児島大学を創っていきたいと思
います。

本報告書は「鹿児島大学環境方針」に定めた基本理念にもとづき、2021年（令和３年）度におけ
る学生の取り組み、環境教育、環境研究、省エネ活動、廃棄物の適正管理、省資源の推進及び地域と
一体となった環境活動などをまとめたものです。
学生の取り組みでは、鹿児島大学生物研究会の学生による郡元キャンパスの憩いの場である玉
利池の生態調査において、生息する生き物の多様性を知り得たこと、継続的な環境美化の取り組
みの必要性が感じられたことを紹介しています。
教育・研究面においては、地域社会の課題解決につながるテーマとして、島嶼、環境、食と健康、
水、エネルギーなど関連する教育研究を推進し、運営面では、再生可能エネルギーや省エネルギー
機器の積極的な導入などにより温室効果ガス削減の環境負荷低減に努めています。
これらの活動を通じて、地域の環境保全のための教育・研究活動及び社会貢献に積極的に取り
組み、自然豊かな地域に立地する大学としての責務を果たすとともに、2015年に国連で採択され
た「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に向け2021年６月に設置した「鹿児島大学ＳＤＧｓ
推進本部」のもと、ＳＤＧｓ関連教育の提供、人材育成及び社会的課題を解決に導く研究の実践な
どを積極的に推進し、持続可能な社会の実現に貢献したいと思っております。

最後に、本報告書をご一読いただき、鹿児島大学の環境への取り組みについて忌憚のないご意
見をいただけましたら幸いです。

� 2022年9月

鹿児島大学　環境・エネルギー最高責任者

学長　佐野　輝
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■基本理念

　鹿児島大学は、人類の存続基盤である地球環境を維持・継承しつつ持続

的発展が可能な社会の構築を目指す。本学の教育・研究活動及び大学運営

においては、これを認識し環境との調和と環境負荷の低減に努める。また

地域の環境保全のための教育・研究活動及び社会活動に積極的に取り組

み、自然豊かな地域に立地する大学としての責務を果たす。

■基本方針

（1�）教育活動を通じて、環境保全に資する能力と行動力を持つ人材の育成
に努める。

（2�）研究成果とその普及のための活動を通じて、地球環境及び地域環境の
保全に努める。

（3�）地域の特性を踏まえた社会活動を積極的に展開し、地域と一体となっ
て環境保全活動に取り組む。

（4�）これらの諸活動に際し、省エネルギー、省資源、廃棄物の削減、化学物
質管理の徹底等を通じて、環境保全と環境負荷の低減に努める。

（5�）環境保全の目的及び目標を設定し、その達成及び関係法規遵守のため
の環境マネジメントシステムを構築、継続的な改善を図る。

（6）環境保全活動の取り組みを学内・外に広く公表する。

平成17年12月28日

鹿児島大学環境方針
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農水産獣医学域

附属動物病院

附属焼酎・発酵学教育研究センター

附属越境性動物疾病制御研究センター

附属地域コトづくりセンター
附属天の川銀河研究センター

附属南九州先端医療開発センター

《学部》

《学部》

《大学院》

《機構》

《学内共同教育研究施設》

《海外拠点》

共通教育センター

高等教育研究開発センター

キャリア形成支援センター

桜ヶ丘分館

水産学部分館

研究推進部

アドミッションセンター

グローバルセンター

医用ミニブタ・先端医療開発研究センター

国際島嶼教育研究センター

研究支援センター

産学・地域共創センター

地震火山地域防災センター

附属南西島孤地震火山観測所

司法政策教育研究センター

北米教育研究センター

《支援センター等》

《奄美群島拠点》
国際島嶼教育研究センター奄美分室等

学術情報基盤センター

埋蔵文化財調査センター

環境安全センター

南九州・南西諸島域共創機構

稲盛アカデミー

総合研究博物館

鹿児島大学病院

ヒトレトロウイルス学共同研究センター

共同獣医学部

保健管理センター

附属図書館

研究推進機構

総合教育機構

農林水産学研究科

共同獣医学研究科

法文学系
臨床心理学系
教育学系
理学系
工学系
医学系
歯学系

農学系
水産学系
獣医学系

総合研究学系
共同学系

総合教育学系

《学術研究院》

法
文
学
部

法文教育学域

理工学域

医歯学域

附属病院

総合科学域

農
　学
　部

工
　学
　部

理
　学
　部

歯
　学
　部

医
　学
　部

共
同
獣
医
学
部

水
産
学
部教

育
学
部

法務・コンプライアンスセンター 障害学生支援センター
男女共同参画推進センター ボランティア支援センター
I Rセンター URAセンター
広報センター キャンパス整備推進センター
学生支援センター

農業生産科学科

食料生命科学科

農林環境科学科

国際食料資源学特別コース
（農学系サブコース）

先進工学科
（機械工学プログラム）
（電気電子工学プログラム）
（海洋土木工学プログラム）
（化学工学プログラム）
（化学生命工学プログラム）
（情報・生体工学プログラム）

建築学科
（建築学プログラム）

理 学 科
（数理情報科学プログラム）
（物理・宇宙プログラム）
（化 学 プ ロ グ ラ ム）
（生 物 学 プ ロ グ ラ ム）
（地球科学プログラム）

歯 学 科

医 学 科

保健学科

獣医学科

水産学科

国際食料資源学特別コース
（水産学系サブコース）

法経社会学科
（法 学 コ ー ス）
（地域社会コース）
（経 済 コ ー ス）

人文学科
（多元地域文化コース）
（心 理 学 コ ー ス）

学校教育教員養成課程
（初 等 教 育 コ ー ス）
（中 等 教 育 コ ー ス）
（特別支援教育コース）

2021年5月1日現在



Organization
Environmental Management Report, Kagoshima University

6

大
学
の
概
要

農水産獣医学域

附属動物病院

附属焼酎・発酵学教育研究センター

附属越境性動物疾病制御研究センター

附属地域コトづくりセンター
附属天の川銀河研究センター

附属南九州先端医療開発センター

《学部》

《学部》

《大学院》

《機構》

《学内共同教育研究施設》

《海外拠点》

共通教育センター

高等教育研究開発センター

キャリア形成支援センター

桜ヶ丘分館

水産学部分館

研究推進部

アドミッションセンター

グローバルセンター

医用ミニブタ・先端医療開発研究センター

国際島嶼教育研究センター

研究支援センター

産学・地域共創センター

地震火山地域防災センター

附属南西島孤地震火山観測所

司法政策教育研究センター

北米教育研究センター

《支援センター等》

《奄美群島拠点》
国際島嶼教育研究センター奄美分室等

学術情報基盤センター

埋蔵文化財調査センター

環境安全センター

南九州・南西諸島域共創機構

稲盛アカデミー

総合研究博物館

鹿児島大学病院

ヒトレトロウイルス学共同研究センター

共同獣医学部

保健管理センター

附属図書館

研究推進機構

総合教育機構

農林水産学研究科

共同獣医学研究科

法文学系
臨床心理学系
教育学系
理学系
工学系
医学系
歯学系

農学系
水産学系
獣医学系

総合研究学系
共同学系

総合教育学系

《学術研究院》

法
文
学
部

法文教育学域

理工学域

医歯学域

附属病院

総合科学域

農
　学
　部

工
　学
　部

理
　学
　部

歯
　学
　部

医
　学
　部

共
同
獣
医
学
部

水
産
学
部教

育
学
部

法務・コンプライアンスセンター 障害学生支援センター
男女共同参画推進センター ボランティア支援センター
I Rセンター URAセンター
広報センター キャンパス整備推進センター
学生支援センター

農業生産科学科

食料生命科学科

農林環境科学科

国際食料資源学特別コース
（農学系サブコース）

先進工学科
（機械工学プログラム）
（電気電子工学プログラム）
（海洋土木工学プログラム）
（化学工学プログラム）
（化学生命工学プログラム）
（情報・生体工学プログラム）

建築学科
（建築学プログラム）

理 学 科
（数理情報科学プログラム）
（物理・宇宙プログラム）
（化 学 プ ロ グ ラ ム）
（生 物 学 プ ロ グ ラ ム）
（地球科学プログラム）

歯 学 科

医 学 科

保健学科

獣医学科

水産学科

国際食料資源学特別コース
（水産学系サブコース）

法経社会学科
（法 学 コ ー ス）
（地域社会コース）
（経 済 コ ー ス）

人文学科
（多元地域文化コース）
（心 理 学 コ ー ス）

学校教育教員養成課程
（初 等 教 育 コ ー ス）
（中 等 教 育 コ ー ス）
（特別支援教育コース）

2021年5月1日現在



大学の概要

7

医 科 学 専 攻法　学　専　攻

経済社会システム専攻
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理　学　専　攻

工　学　専　攻
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農林資源科学専攻
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環境フィールド科学専攻

水産資源科学専攻
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農林水産学研究科
（修士課程）

教育学研究科
（専門職学位課程）
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神経運動障害基礎学分野
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理事・監事

301

1,999

486

112

180 178 178 536

145 145 145 135 138 820

477 138 158 127 159 1,545

2,000 2,099 2,162 185 211 8,656

287 83 302 2 102 1,511 2,588

19 34 33 86

351,895 
218,183 

49,154 
35,901,236

(33,571,285)
36,520,468

199,213
176,241
17,081 
24,448
（1,530）

416,983

935
175

3
7 5 6

888

3 3 3 2 3 17
18
24
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私たち鹿児島大学生物研究会は、鹿児島県における様々な生
き物の調査・飼育を主な活動としています。鹿児島県はその広大
な県土に様々な生態系を有しており、日本の環境・生態系を知る
上で重要な地位にあると思います。私たちは１年間を通して、鹿児
島県という広大なフィールドを活用しながら活動しています。加え
て、鹿児島大学生物研究会は、結成より７０年以上を誇る伝統あ
る団体でもあり、これまでの長い歴史の中で幅広いジャンルの生
物を調査・飼育してきました。生物研究会の最大の特徴の一つは、
この多様性とも言えます。部員も九州地方出身者を中心に様々な
地域から集まっており、それぞれ違うバックグラウンドを持つ中で、
知的探究心や好奇心を武器に精力的に活動しています。活動ス
タイルもとても自由で、複数の部員で採集に行くこともあれば個人
で採集に行く場合もあります。これらの調査結果は、定期的な部
会で全体に共有され、記録を作成していくことで先輩から後輩へ
採集場所や生息している生物のデータが受け継がれていきます。
それでは、私たちの活動の一部を紹介したいと思います。

玉利池の生態調査について
玉利池は、鹿児島大学郡元キャンパス中央食堂前に位置する
池の名称です。私、福本滉太郎は、入学当初からこの池の中には

一体どんな生物がいるのだろうかという疑問を持っていました。外
から見ると、表面が抹茶色に見える水面からコイやカメが時折姿
を見せるのですが、玉利池の全体像は極めて不明瞭であり、私の
探究心を大いに刺激したことは間違いありません。そこで、２０２０
年の春頃から玉利池にトラップを仕掛けて、どのような生物が生息
しているのか、複数回の調査を重ねました。その結果、モクズガニ
やテナガエビなどの甲殻類
やコイやカダヤシなどの魚
類も確認出来ました。日本
国内に生息する固有種も多
い中、外来種もそれ以上に
生息していることが分かり、
玉利池内部の生態系の複
雑さを実感しました。

玉利池内部の調査計画を立案
生物研究会の部会において学年の垣根を越えて、どのような
生物がどれだけ玉利池に生息しているかを調べるために、調査計
画について意見を出し合いました。そこで、大学職員の方々や顧
問の先生とも相談をしながら、玉利池の水を抜いて、中にいる生
物を採集し種類や数を出来る限り調べるというシンプルな方法に
落ち着きました。その後、必要資材の買い出しなどを経て、２０２１
年の１０月下旬に玉利池の調査を迎えました。

玉利池における調査当日の様子
玉利池の調査当日は、天気は曇りでしたが調査に適した気温で
迎えることが出来ました。玉利池の水は、業者の方が先にある程
度抜いて貰って、池の中の生物が生きることが出来るだけの水を
残し、調査を開始しました。池に入る人員は、マスクやヘルメットな
どの装備を万全にして望みました。また、池の外で生物を分類・数
を数える人員も入念な打ち合わせを行い、当日に望みました。
最初に捕獲した生物は多数のギンブナとコイでした。合計で

８００匹以上を最終的に捕獲することが出来ました。また、特定外
来生物に認定されているカダヤシも大量に捕獲することが出来ま
した。数千匹から数万匹が生息しているということはほぼ確実で
あると考えています。その他にも、モクズガニやヌマエビなどの甲
殻類やヤゴなどの昆虫も確認できました。その他にも、ウナギやア
メンボ、ヌマガエル、ミシシッピアカミミガメなどの多種多様な生物
が確認でき、鹿児島の生き物の豊かさを実感できました。

生物研究会～玉利池における取り組み～
教育学部学校教育教員養成課程（特別支援）　福本　滉太郎　　理学部理学科　松永　拓真

先行調査で捕獲した生物

薩摩川内市における採集の様子

部室における集合写真

鹿児島の生き物の豊かさを守る
鹿児島に生息する生き物の多様性を知る
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沢山の生物が観察できた一方で、玉利池の中からは一定数の
ゴミも確認出来ました。例年に比べてゴミの量は少なかったようで
すが、水質に悪影響を与えることは間違いないので、継続的な環
境美化の取り組みが必要であると感じました。

最後に
鹿児島大学は、キャンパス内に森や池や田畑など、多種多用な
生物の住処となる場所を有しており、大変貴重で興味深い場所で
す。玉利池を調査できたことは、様々な外来種と在来種が入り混じ
る鹿児島の生き物の豊かさを守るための環境理解の第一歩とも
言えるでしょう。鹿児島の生息する生き物たちの多様性を知るた
めにも、是非とも、鹿児島大学のキャンパスを散策して、生息して
いる生物に目を向けてみてください。
最後になりましたが、玉利池の生態調査にご協力くださった、教
職員の方々、生物研究会の部員のメンバーに心から感謝を申し上
げます。

調査の様子１

調査の様子３

調査の様子２

採集した生物を分類している様子

捕獲されたコイ１

玉利池の中から出てきたゴミ

捕獲されたコイ２ モクズガニ

ヤゴ

ミシシッピアカミミガメ
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１．資源を消費しない食料生産技術の必要性
食料は、ヒトの生命維持という点において、体の構成物質とエ

ネルギー源になるという役割を持つ。それらの物質やエネルギー
のおおもとをたどれば、植物が空気中から吸収した二酸化炭素で
あり、土壌から吸収した水や無機物質（肥料分）であり、太陽から
降り注ぐ光エネルギーである。つまり、食料生産とは、植物の選択
的吸収力とエネルギー変換能力を活用した有機物およびエネル
ギーの生産であると言い換えられる。この視点にたって現在の食
料生産現場を眺めると、化学肥料や化学農薬や農業機械といっ
た化学エネルギーを消費する技術に支えられている。食料という
エネルギーを生産するために、何億年もかけて光合成により蓄積
してきた化学エネルギーを消費しているのである。また、鉱物由来
の化学肥料については、有限な資源を消費する技術とも言える。
ただし、これらの食料生産技術は、日本ならびに世界の人の食を
支える技術として、現状必要不可欠な技術であることは間違いな
い。今後、持続可能な社会の実現に向けて、有限である化石燃料
や鉱物資源に頼らない生産技術への移行が求められる。

２．食料生産における土壌と微生物の重要性
前述のように、作物の肥料分やエネルギーの取得先に着目する

と、作物栽培という食料生産においては、土壌が鍵を握ることは
明白である。動物も植物を餌に育つという点で同義である。土壌
は、風化した岩石が生物の作用を受けて有機物と無機物が組み
合わさることで生成され、水分や肥料分を保持し作物に供給する
機能を持つ。肥料分（無機物）の供給機能については、植物残渣
等の有機物が土壌圏に棲息する動物や微生物による分解を受け
て、最終分解産物である無機物が生成されることで果たされる。
つまり、食料生産においては、微生物の棲息する土壌が重要な役
割を担っている。現在主流の栽培技術では、この土壌の養分供給
機能よりも、系外から肥料分を持ち込み投入する手法に頼ってい
る。しかしながら、肥料資源が有限であることを考慮すると、また特
定の物質を多量に投入することで土壌中無機成分のアンバラン
スを招くことを考慮すると、肥料原料は系内で発生する有機性廃
棄物（作物残渣や家畜糞尿）に求め、土壌を中心とした物質循環
の中で活用する技術に移行する農業技術の構築が求められてい
る。

３．�物質循環システムの構築による様々な環境問題の
解決

以上、現在の食料生産システムは、エネルギー問題、鉱物資源
問題、家畜糞尿問題、土壌劣化問題といった様々な環境問題の
一因となっている。持続可能な食料生産システムの構築のために
は、投入エネルギーおよび投入鉱物資源の低減、ならびに土壌生
物を含めた土壌の養分供給機能を活かした物質循環型農業へ
の移行が求められており、国としては農林水産省が「みどりの食
料システム戦略」を策定し、戦略的に進めている。筆者は、教育分
野においては、小中学校段階において食の観点から物質循環を
体験的に学習することで国民的な理解を図ることが必要であると
考え、次に記す物質循環学習教材の開発に取り組んでいる。

４．物質循環学習教材の開発
提案する学習活動は次の通りである。学習の導入としては身近

なごみ問題を出発点とし、１学期に調理くずや残食を微生物の力
を借りてコンポスト化（肥料化）し、２学期に肥料化を実験的に確
認し、２学期から３学期にかけて自ら製造したコンポストで野菜を栽
培して食し、その調理残渣を再び肥料化できることを再確認する
学習プログラムである（図参照）。図に示す残食のコンポスト化や
栽培学習といった個別の実践は、環境教育や食育として様々な教
科等で盛んに取り組まれている。しかしながら、専門家のサポート
無くして1学年内で完結することは難しく、また多くの場合、学習目
標が食を中心とする物質循環育の視点には立っていない。研究
開発の視点としては、夏休みの管理の省力化、悪臭の発生条件
の解明、肥料化の簡易評価法の開発、コンポストを使用した栽培
体系の確立等に取り組んでいる。

持続可能な食料生産システムの構築に向けた物質循環学習
教育学部技術科　准教授　浅野　陽樹

【図】物質循環学習プログラム

物質循環学習、
教材開発 エネルギー変換食料生産
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栽培実験生ごみの肥料化の確認

生ごみのコンポスト化

小学校におけるコンポスト化学習実践

５．開発教材による教育実践
本教材開発は、一部の課題については卒業研究として学部生

が携わるとともに、学部生を対象にした「栽培学」や「園芸学」
といった講義で紹介している。将来小中学校教員になった際に実
践者として持続可能な社会の担い手育成に貢献してくれることを
願っている。また、免許状更新講習の「植物栽培の基礎」におい
ても実物を見せて実践方法等を紹介しており、現職教員に好評の
話題にもなっている。
また、小学校現場においても、第５学年の総合的な学習の時間
においてゲストティーチャーとして参画し実践した。子どもたちから
は、「ご飯粒はすぐになくなるけど、ニンジンの皮はすぐにはなくな
らない」といった気づき、「生ごみはなぜ消えるのか？」といった課
題発見の発言、「コンポスト入りの土で育てた葉っぱの方が長いか
ら、生ごみは肥料に変わったといえる」といった論理的な思考、ま
た自ら作った肥料を使って自ら栽培した野菜を自宅で調理し食し

た写真を嬉しそうに見せる姿などが見られ、様々な体験的学びが
あったことが伺えた。今後の課題としては、例えば、生ごみが土の
中で消えてなくなる理由を自発的に調べてみる態度といった学び
に向かう力を引き出す手立ての工夫などが焦点化されてきてい
る。しかしながら、総じて、子どもたちはこれまで廃棄していた生ご
みは肥料という資源にかえられること、生ごみの分解には様々な
生物が関わっていること、いろいろな生きものの命や体の一部が
つながっていることなどを体験的に学んだものと推察される。

６．最後に
身近な生ごみを資源としてとらえ、微生物や土壌といった自然
の力を活用して肥料に変え、食料を生産して食べる体験活動によ
り物質循環を学んだ子どもたちが、将来持続可能な社会の担い
手として活躍すること、また、鹿児島大学教育学部で学んだ卒業
生が教師になり子どもたちに実践していくことを切に願っている。

生ごみ、コンポスト化
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はじめに
水産学部附属練習船かごしま丸（全長67ｍ、935トン）と南星
丸（全長42ｍ、175トン）は、その機動性の高い洋上プラットフォー
ムの特性を生かして、水産学部及び農林水産学研究科の乗船実
習を通して、海の恵み（海洋の生態系サービス）を持続的に享受
するための課題解決に資する水産・海洋分野の洋上教育を実施
している。

練習船による洋上での環境教育
かごしま丸は日本沿岸から東南アジア・熱帯域太平洋を活動海
域として、年間17～18回の実習航海を実施している。ほぼ全て
の航海が、水圏の物理環境や生物資源、環境負荷に関係する教
育コンテンツを内包している。例えば、東シナ海での底びき網操業
実習では、操業体験と共に、漁獲生物の同定や数量・サイズの分
析等を通して海洋生物多様性やその持続可能な利用方法につい
て学ぶ。黒潮流域での海洋観測実習では、水温、塩分、潮流等の
観測やプランクトン採集を通して、海洋の物理環境とその変動、
水産資源の変動に関係する低次生産力について学ぶ。かごしま
丸は、文部科学省より教育関係共同利用拠点として認定されてお
り、全国の大学にも水圏の生物や環境に関する洋上実習の機会
を提供している。
南星丸は鹿児島湾（錦江湾）から南西諸島周辺を主な活動海
域として、年間約80回の実習航海を行っている。実習内容は、漁
具の性能試験や生物資源調査、プランクトン採集など低次生産
力調査、海洋観測、海藻類やサンゴの潜水調査、海底泥の採取・
分析など多岐にわたり、学生は自らの専門分野の実習航海に乗

船して、鹿児島の海の恵みやそれを支える環境、人間活動の環境
への影響等について学ぶ。

沖合域の漂流ごみ・海底ごみの分布を調べる
（かごしま丸）

かごしま丸は、2017年から水産・海洋系大学（北海道大学、東
京海洋大学、長崎大学、本学）の練習船5隻が連携して実施する
環境省事業「沖合海域における漂流・海底ごみ実態調査」への
参加を契機に、日本の南方海域と東シナ海で海洋ごみの分布調
査実習を行っている。
この実習では、①海面付近のマイクロプラスチック（大きさが
5mm以下の微細プラスチック）のネット採集、②鯨類の資源量推
定に用いられるライントランセクト法を応用した漂流ごみ目視観測
及び③底びき網操業による海底ごみの回収調査を通して、沖合
域の海洋ごみの分布実態を体験すると共にその調査方法を学
ぶ。例えば、漂流ごみ調査では、学生は航走中に操舵室側面から
目視（双眼鏡併用）で、船の正面～真横までの範囲で漂流ごみを
探し、発見位置（緯度・経度）、種類、大きさ、個数、色、船体からご
みまでの横距離等を専用アプリで記録する。分布密度は、統計モ
デルを適用して決定する有効探索幅（ごみの発見が可能/不可
能となる仮想的な横距離の境界）と船の航走距離の積から求まる
探索面積で発見個数を割ることで求める。最初はあまり興味を示
さなかった学生たちが、実習が進むにつれ、漂流ごみの発見個数
の違いから「陸地に近いと漂流ごみが多いようだ。」とか、回収海
底ごみの表示文字から「これは大陸から流れ出てきたのかな。外
国船が船上投棄したのかも。」など、学生同士で海洋ごみの起源

海の恵みを活かし、持続的に享受するために
� －水産学部附属練習船による洋上教育－
水産学部附属練習船かごしま丸船長　准教授　幅野　明正

プランクトンネット（南星丸） 植物プランクトン・動物プランクトン
を濃縮混合（南星丸）

漂流ごみ目視調査実習（かごしま丸）

未利用魚
深海魚
利用普及活動

マイクロプラスチック
資源変動
低次生産力
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や分布密度の違いの要因を推測しているのを聞くと、この実習が
学生たちが海洋ごみ問題に関心を持つきっかけになっているのを
実感する。

水産資源の持続的利用のために科学的根拠を蓄積する　
（南星丸）
南星丸は、毎月、錦江湾内の8定点で、標本採集用底びき網を

用いた水産資源調査実習を18年以上にわたり実施している。乗
船学生は、採集生物の種別個体数や体長等の試料から、種構成

や主要種の成長、資源量の分布や変動について学ぶ。錦江湾は
最深部が230mに達する世界的にも珍しい内湾で、沿岸漁業者
が営む「とんとこ網漁業」では主対象の深海性エビ類と共に、い
わゆる深海魚を含む魚類が漁獲されるが市場流通する種類は
限られている。学生は、担当教員が南星丸の採集生物を使って行
う、海の生物に触れるイベントや未利用魚の利用普及活動に参加
し、地域の消費者や漁業者と共に錦江湾の海の恵みとその有効
利用による水産業の持続可能性について学ぶ。また、南星丸は北
部薩南海域（錦江湾口～大隅海峡）で、日本の食卓を支えるアジ、
サバ、イワシなど回遊性浮魚類の資源変動に大きく影響するこの
海域の低次生産力の調査実習を行っている。実習を通した仔稚
魚の採集と同定・計数、植物・動物プランクトンの採集・計数及び
海洋観測の積み重ねにより、アジやサバ等の産卵・索餌海域であ
る北部薩南海域で植物プランクトンが大発生するメカニズムが解
明されている。学生は洋上で調査手法を学びつつ、わが国の重要
水産資源である回遊性浮魚類の資源変動に影響する海域の生
物・物理環境モニタリングにも貢献している。

おわりに
海で起きていることを現場で実感し、実習・実験を通して学ぶこ

とができるのは練習船を持つ大学の学生の特権と言えるだろう。
乗船実習を通して、学生が環境問題に関心を持ち、環境に対する
人間の責任と役割を理解し、持続可能な開発が目指す「環境及
びそれから得られる便益の世代間公平の実現」に資する能力を
育成できるように引き続き尽力していきたい。

東シナ海で回収された海底ごみの例
（かごしま丸）

採集された
マイクロプラスチック
（かごしま丸）

2021遠洋航海航跡＆漂流ごみ調査位置（かごしま丸）

ナミクダヒゲエビ（南星丸） 海水濾過中（南星丸）
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令和３年度　環境関連授業科目（一部抜粋）
科目名 担当教員 講義内容

育林学
鵜川　信 
＜農学部　農林環境科学科 
森林科学＞

1. 授業の目的は、育林のプロセスと技術に関して理解を深めることである。
2. �授業の内容は、基本的な育成プロセス、生産量向上、環境保全、コスト削減の4つの視点で

育林のプロセスと技術を理解できるように構成する。
3. 授業の方法は、主にスライドを利用した講義形式で行う。

環境教育と
農山村振興

井倉　洋二 
＜農学部附属演習林＞

平　瑞樹 
＜農学部　農林環境科学科 
地域環境システム学＞

自然体験や暮らしの体験に基づく環境教育を起点として、自然と共生した持続可能な未来
社会を主に農山村の場から創出していくための考え方と方法を学ぶ。環境教育の目的と手法

（合意形成やファシリテーション等）について知り、それを具現化する自然学校などの取組と
農山村の振興事例を学び、さらにワークショップ形式でソーシャルビジネスの企画を体験学
習する。

環境保全学実習

宇野　誠一 
＜水産学部　水産学科 
水圏環境保全学分野＞

國師　恵美子 
＜水産学部　水産学科 
水圏環境保全学分野＞

山﨑　雅俊 
＜水産学部　水産学科 
水圏環境保全学分野＞

淡水および海水両域での環境汚染について広く知るために、河川や海岸のフィールド調査を
行うとともに、現場で得たサンプルによりそこの汚染レベルを知るための実験室内での実験
を組み合わせて実習を実施する。なお、本実習は全て対面で実施する。
本科目は全て対面で、かついくつかのグループに分けて、班ごとに実験を行う。ただし、ここ
の実験では密になりがちなので、最近のコロナ流行のために受講人数上限を15人程度とす
る。この数をオーバーした場合は環境保全学分野の学生を優先し、その他の分野の学生は履
修を取り消して頂くこともある。また、本科目は教員免許取得のための選択科目となっている
ために履修をしなければならない学生は別途考慮するが、受講時に宇野まで相談していただ
きたい。

水産海洋学

西　隆一郎 
＜水産学部　水産学科 
水圏科学分野＞

仁科　文子 
＜水産学部　水産学科 
水圏科学分野＞

小針　統 
＜水産学部　水産学科 
水圏科学分野＞

1. �この授業の目的としては、海洋の基礎的な物理環境や生態系、海洋の諸現象および環境
変動と海洋生物の分布や資源量変動との関係、水産業に与える海洋現象や生態系変動を
説明できるようになることにある。

2. �授業の内容としては、海洋の変動が海洋生物の分布や資源量変動にどのような影響を与
えているかを理解するために、まず海底地形、海水循環の仕組み、潮汐や波など海洋学の
基礎を学ぶ。その上で、海洋環境と海洋生物の関係、海洋や気候の変動と生物資源量変動
の関係について学ぶ。また、海洋観測機器や船舶・水中ロボットなど海を知るための技術、
海の開発と利用についても解説する。

3. �授業の形式としては、画像・動画・資料などを使って授業内容を悦明する講義形式で行う。

沿岸海洋学
西　隆一郎 
＜水産学部　水産学科 
水圏科学分野＞

多様な沿岸海域・水辺の生態系を取り巻く物理・化学・生物的な環境について講義する。また、
環境を保全するための、環境影響評価手法に関しても講義する。

環境衛生学
中馬　猛久 
＜共同獣医学部　獣医学科 
病態予防獣医学講座

この授業の目的は、ヒトや動物の健康にとってよりよい環境を維持し、地球生態系の保全に
貢献するために、主体(ヒトと動物)と環境との相互作用について正しく理解し、環境衛生の歴
史と現状を学び、環境衛生の重要性と必要な関連法規を理解することである。授業内容は、
種々の環境要因と生命への影響、ならびにその衛生管理対策について学習し、地域限局型環
境汚染から広域環境汚染問題の現状と対策について学ぶ。授業は、教科書、配付資料等を用
いて講義形式で行う。

エネルギー・
環境論

深川　和良 
＜教育学部　技術教育機械＞

浅野　陽樹 
＜教育学部 
技術教育生物技術学＞

この講義の目的は、教員として重要なエネルギーや環境に関する知識を学び、適切に関連技
術や問題点を理解し、評価を行うことができる能力を養うことである。
授業内容は、エネルギーや環境に関して、各受講生がテーマを考え、各担当者の調査報告を
中心に議論によって進めていく。
授業は、受講生によるプレゼンテーションおよびディスカッションを中心に行っていく。

持続可能な
環境教育の実践

教育学部　附属特別支援学校 
小学部・中学部・高等部

小学部：生活単元学習「学校周辺を探検しよう」では、身の回りの地域マップづくり・身近な甲
突川や郊外での清掃活動・環境未来館にて学びます。
中学部：作業学習「手すきはがきづくり」では、牛乳パックをリサイクルして製品づくりを行い
ます。
高等部：生活単元学習「環境にやさしい生活の仕方」では、社会見学を通じて家庭ゴミの処理
の仕方や社会のルールについて学びます。また、作業学習「シュレッダーごみの吸油パックづ
くり」では、シュレッダーごみを不織布に包んだ「吸油パック」を製品化し保護者向けに販売し
ています。
委員会活動：「リサイクルによる袋折り活動」では、毎年、児童生徒が主体的に、不要となった新
聞紙等をリサイクルし、トイレ用サニタリー袋づくりを実践しています。
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科目名 担当教員 講義内容

環境教育論
小栗　有子 
＜法文学部　法経社会学科地域
社会コース＞

本講義は、従来の環境教育論を批判的に考察し、環境問題を教育学的に捉え直すことで、人
間形成における環境の意味を生命（いのち）という観点から環境教育を論じる。講義では、科
学技術の発達や社会経済制度の高度化によってもたらされた環境変化が、人の成長にいか
なる影響を与えてきたのかについて考察し、人と自然、人と人の関わりの断絶と再結合の意
味について掘り下げていく。
講義の方法としては、環境教育の研究や政策動向を示しつつ、答えなき問いに、個人で、また、
グループで考えることを重視する。加えて、鹿児島市環境未来館や森の幼稚園等で活躍する
方をゲスト講師として招聘し、現場から課題を探り、解決方策を検討する。

地域自然環境実習

上野　大輔　 
＜大学院　理工学研究科 

（理学系）生物学プログラム 
多様性生物学＞

渡部　俊太郎 
＜大学院　理工学研究科 

（理学系）生物学プログラム 
多様性生物学＞

[目的]鹿児島の豊かな自然を理解する。
[内容]�山や海に生息する動植物の山や海での動植物の観察・採集を通じ、種名や生態につい

て学習する。
[方法]�基本的には野外実習であるが、室内での分類・同定・データ整理も実施。ガイドブックや

図鑑類の使い方を学ぶ。

環境化学

冨安　卓滋 
＜大学院　理工学研究科 

（理学系）化学プログラム　 
環境解析＞

本講義では、化学の視点から地球環境を捉え、自然界における化学現象を解析・活用する理
解力と応用力を養成することを目標とする。卒業論文研究にはいる準備としての研究の取り
組みに関する考え方などを実際の研究事例を紹介しながら解説する。

環境工学論

二宮　秀與、曽我　和弘、 
黒川　善幸 
＜大学院　理工学研究科 

（工学系）建築学プログラム＞

山城　徹、柿沼　太郎 
＜大学院　理工学研究科 

（工学系）海洋土木プログラム＞

本講義では、建築や都市環境における環境問題と災害について学び、建築分野と海洋土木分
野に関連した環境保全と防災について考える。

環境汚染制御
安達　貴浩 
＜大学院　理工学研究科 

（工学系）海洋土木プログラム＞

生産活動の発展、人口の都市集中化の流れの中で、市民の健康をまもり、環境や生活の条件
をより高度に維持していくための技術の基礎を理解させる。

環境化学工学
大竹　孝明 
＜大学院　理工学研究科 

（工学系）化学工学プログラム＞

地球の温暖化現象や砂漠化など、環境問題は国単位から地球レベルでの生態系の調和の問
題へと国際的な関心が高まっている。人間活動の環境に対する影響を正確に理解し、また、人
間活動と自然環境の相互作用において、生産活動を行い、かつ、環境保全に努め、よりよい環
境を作り上げていかなければならない。これらを如何に なすべきかということをテーマに、人
間活動と環境との相互作用の理解に重点を置き、生産活動に従事する技術 者として必要な
環境問題全般に通ずる概念的知識を習得することを目的とする。

「よくわかる環境工学（教科書）」を参考に、環境工学の中で環境化学プロセス工学科にとって
重要な以下に 示した内容について解説する。その他、環境に関する理解を深めるため、資料

（プリント）等を用いて説明を行う。
学習・教育目標として掲げた「チーム内での役割を制約下で果たし、地域の文化や風土および
産業と調和した 工学技術をデザインできる人材」を養成するために講義を行う。
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2021年は、奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島の世界
自然遺産登録が行わる年となりました。これにより、鹿児島県は奄
美群島と屋久島という2つの世界自然遺産を有する県となりまし
た。世界自然遺産は地域の生物や自然環境の固有性そして多様
性を礎として成立しています。このため、生物の多様性や固有性
の長期的な維持・管理は、今後ますます重要な課題になると考え
られます。その一方で生物の多様性を評価し、その維持創出の仕
組みを理解することは、今日もなお困難な課題です。私の研究室
では特に「生態学」の観点から、生物多様性の問題を研究してい
ます。生物多様性と聞くと「生物の種類の多さ」を連想される方
が多いかと思いますが、近代科学としての生態学の目標は「自然
界に繰り返し観察されるパターン」を発見し「そのパターンを生み
出す仕組み」を明らかにすることにあります。私の研究室では特に
野生植物の分布や繁殖様式に見られるパターンに着目し、生物
多様性がどのように維持されるのか、あるいはどのような時に崩
壊するのか、について明らかにすることを目指しています。

調査地の概要
私たちのグループはこの数年、鹿児島大学農学部附属高隈演

習林をフィールドに研究を行っています。高隈演習林は大隅半島
の北部の高隈山の中にあり、面積は約3000haあります。林内に
はスダジイ、イスノキ、ウラジロガシ、タブノキ、マテバシイなどの常
緑広葉樹のほか、ウリハダカエデ、ミズキ、ツクシヤブウツギなどの
落葉広葉樹がみられます。また、林床にはモミジコウモリ、イワタバ
コ、ハナミョウガなどの植物が生育しています。私たちはこの演習
林の中に約2kmの調査ルートを設け、植物の花の開花様式や花
に訪れる虫を継続的に観察・調査しています。

植物多様性の維持機構を調べる
理工学研究科（理学系）生物学プログラム　助教　渡部　俊太郎

生物多様性、
フェノロジー

植物多様性、
森林

高隈演習林へ向かう途中、県道504号線から錦江湾を望む

高隈演習林の森林の相観 一緒に調査をした学生たち
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研究1: 同時開花植物の集合パターンに関する研究
自然界には実に様々な色や形の花を見ることができます。例え
ばタンポポは小さな黄色い花をたくさん集合させた花を咲かせ、
スミレは紫の筒状の花を咲かせます。こうした花々の色や形は、植
物が種子を効率的に残すために進化してきた結果であると考えら
れており、それ自体が大変興味深い生物の歴史の現れであると
考えられます。しかし、「そもそも何故、進化の結果として花の色や
形の多様性が維持されているのか」という疑問は今日もなお、十
分には解明されていません。私たちのグループでは、自然の中で
一緒に咲いている様々な種類の花を比較し、「どのような色や形
の花同士が一緒に咲くのか」という点に着目することでこの問題
の解明に取り組んでいます。多くの植物はチョウやハチなどの昆
虫に花粉を運んでもらっています。このため、よく似た色や形の花
が一緒に咲くことは花粉のやり取りの効率を高めることにつなが
りそうです。その一方で、自分の花粉が別の種類の植物に運ばれ
てしまう、あるいは逆に別の植物の花粉が自分の雌蕊に付着して
しまうと、それは植物の繁殖に悪影響を及ぼすことが予想されま
す。このように「どのような色や形の花同士が一緒に咲くのか」と
いう疑問に対しては、全く対照的な影響を及ぼす2つの要因が働
くと予想されます。私たちは100種類以上の植物の色や形を一年
かかけて網羅的に定量し、さらにそこに訪れる昆虫を調査すること
で、2つの要因が自然生態系でどのように働いているのかを解明
したいと考えています。

ハナミョウガの花の写真。写真では上を向いている雌蕊が夕方になる
にしたがって下向きに変化していく。

ハナミョウガの花の蜜を吸うコマルハナバチ

研究2：植物の性転換に関する研究
植物は雄蕊から放出される花粉が雌蕊に付着し、胚珠を受精

させることで種子を作ります。この雌蕊と雄蕊の配置には植物ご
とに様々な変異があります。ビワなどは雌蕊と雄蕊が同じ花につく
両性花ですが、イチョウやキウイフルーツは雌蕊と雄蕊が別々の株
に咲く、雌雄異株植物です。少し変わったものでは、ケヤキなどの
ように同じ株に雄花と雌花を咲かせる植物もあります。植物全体
を眺めてみると植物のおよそ8割は何らかの形で同じ株に雌蕊と
雄蕊が同居する「両性植物」という性表現を示すことが知られて
います。しかし、この両性植物と呼ばれる植物も詳細に観察をする
と、様々な形で雌雄の機能の時空間的分離が見られることが知ら
れています。私たちは高隈演習林でショウガ科のハナミョウガとい
う植物を観察する中で、この植物が1日の中で雌蕊の位置を変化
させ、機能的な性転換を行うことを発見しました。具体的には午前
に柱頭を機能させて雌性花として開花していながら午後には雄蕊
を機能させて雄性花として開花する個体と、その逆に午前には雄
蕊を機能させて雄性花として開花していながら午後には柱頭を機
能させて雄性花として開花する個体がいるのです。こうした機能
的性転換は樹木ではいくつかの種で知られていますが、草本では
ショウガ科の一部の植物でしか報告されていません。こうした奇妙
な性表現がどのようにして進化したのか、そしてなぜごく一部の系
統でしか見られないのか、という疑問に答えるべく研究を進めてい
ます。
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世界自然遺産に登録された奄美大島
奄美大島は、徳之島、沖縄島北部および西表島とともに2021
年7月に世界自然遺産に登録された。その理由は、琉球列島の成
り立ちを反映して、アマミノクロウサギやイリオモテヤマネコなどの
多くの固有種が生息し、生物多様性保全において極めて重要な
地域であることが認められたからである。また、これらの島々は有
人島として住民生活が営まれ、地域の自然資源を利活用した独特
の文化や産業が育まれてきたこともその要因である。世界自然遺
産登録は、観光をはじめとする地域振興の起爆剤として期待され
る一方で、このような普遍的価値を有する自然資源を後代に受け
継ぐため、持続可能なかたちでの適正利用と、保全・管理を行うこ
とが課題である。

森林生態系の保全のためのモニタリング調査
奄美大島の森林は世界自然遺産登録地の核心地域に含まれ、

その価値を保全するための適切な管理が必要とされている。鹿
児島大学では、地元の大学としてその一躍を担うため、植物、動

物を含め、多様な生物分類群を研究対象とする専門家で構成さ
れたプロジェクトチームを立ち上げ、奄美大島の森林生態系モニ
タリングを開始した。このプロジェクトチームにおいて、筆者は動物
相の調査を担当している。2021年度は新型コロナウイルス感染
症の影響が続くなか、調査日程の変更を余儀なくされることがあっ
たものの、計3回の調査を実施することできた。
モニタリングは、奄美大島の役勝川流域の森林において、伐採
履歴および地形（尾根または谷）の異なる14カ所に20m×20mの
モニタリングサイトを設置し、植生の推移と動物種の分布を調べ
るものである。動物相のモニタリングでは、自動撮影カメラを各サ
イトに設置し、撮影された動物種とその頻度から各動物種の生息
適地や経年変化を調査する。また、人的活動や外来種の影響、気
候変動など、森林生態系に影響を与える様々な要因についても検
討を行う予定である。通常、生態系モニタリングは数十年のオー
ダーで継続され、変動を長期観測することによって成果が得られ
るものである。モニタリング調査はまだ緒に就いたばかりであり、モ
ニタリングサイトをさらに増やして今後も継続する予定である。

奄美大島の亜熱帯森林に生息する野生動物をモニタリングする
総合教育機構共通教育センター　准教授　藤田　志歩

奄美大島の森林

生物多様性
森林生態系
自然資源
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動物を撮影する自動撮影カメラ 撮影された固有種　④オオトラツグミ

撮影された固有種　②リュウキュウイノシシ

撮影された固有種　①アマミノクロウサギ 撮影された固有種　⑤アマミヤマシギ

撮影された固有種　③ルリカケス

モニタリング調査のこれから
奄美大島の森林生態系モニタリングは、世界自然遺産としての

自然資源の価値を保全し、また、人的影響や気候変動などの影響
を科学的に評価する上でも有効な指標を与える。また、その成果
を地域社会に還元することによって、自然保護に対する意識の啓
発や持続可能な利活用のために有用な情報を提供できる。鹿児
島大学は地域の総合大学としてその役割を果たすことが期待さ
れる。同時に、このようなモニタリングをどのように長期継続してゆ
くのかという体制づくりについても考える必要があるだろう。

本研究は令和2〜3年度文部科学省特別研究推進費「世界
自然遺産候補地･奄美群島におけるグローカル教育研究拠点形
成」、令和3年度環境省受託事業「奄美大島における固有種モニ
タリング調査への地域住民参加の持続性評価」および学長裁量
経費の支援を受けて行われた。
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郡元キャンパスは「鹿大構内遺跡」と呼称され、主に弥生・古墳時代を中心とした遺跡として知られている。縄文時代から現代に至る各
時代の埋蔵文化財が発見されているが、中でも弥生時代・古墳時代が中心となっていて、弥生時代水田遺構が確認された南九州でも数
少ない遺跡である。
令和２・３年度には南門設置工事に伴い発掘調査が実施され、弥生時代から古墳時代の土層が良好に残存していることが確認された。
発掘調査が小規模だったため、建物跡などは確認できなかったが、土壌の分析によりこの地点が水田であったことがわかり、重要な結果と
なった。今回までの結果を総合すると、これまでに発見された４か所の水田域はいずれも緩傾斜地に位置しており、微高地上に立地する居
住域のそばに小規模な水田が点在している景観が復元できる。

郡元キャンパスに眠る1000年続いた弥生・古墳時代集落
埋蔵文化財調査センター長　教授　中村　直子

弥生時代中期の水田跡（理工系総研棟）

鹿大構内遺跡の弥生時代から古墳時代の居住域と水田域の配置 古墳時代の住居群（理学部3号館）

1000 年続いた集落
鹿大構内遺跡
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弥生時代・古墳時代の集落
鹿大構内遺跡では、水田跡だけでなく弥生時代・古墳時代の建
物跡も多く発見され、居住地と耕作地の位置関係など集落構造
がよくわかる遺跡となっている。また、建物跡も水田跡も弥生時代
から古墳時代まで継続的に検出され、1000年以上続いた集落で
あったと言える。
古墳時代には建物軒数も増加し、密集した状態で発見される。
土器など遺物の出土量も多い。弥生時代から古墳時代にかけて
人口が増加したと考えられる。しかし建物跡の増加に比べて、古
墳時代水田域が広くなったという形跡はない。増加する人口をど
のように支えたのか、そもそもどのような食べ物をどのようなバラ
ンスで食べていたかについて、土器や石器などの考古遺物だけで
は解明できない。

古墳時代の食べ物を調べる
当時の食べ物を解明する手段として、鹿大構内遺跡では、住居

に残された食物残渣物の検出と土器圧痕調査を実施している。
前者は、フローテーションという方法を用いて、住居の土壌から炭
化種実類や動物骨を抽出し、同定するものである。弥生・古墳時
代の建物はいわゆる竪穴式住居で、半地下式構造の床面に炉を
設置して煮炊きしているので、食物残渣物が残りやすい。後者は、
土器についている小さな穴の形状を詳細に調べることによって、
当時存在していたタネやムシを同定し、利用植物や環境について
調べる方法である。
これまでのところ、古墳時代の食べ物として次のものが判明し
た。食用植物では、イネやアワ、イチイガシ（ドングリの一種）、ク
リ、ヤマモモ、ダイズ、ツルマメが判明した。動物骨では、イノシシ、
シカ、ウサギ、様々なサイズの鳥、タイ、エイ、コチ、イワシ、カツオな
ど、魚類は錦江湾に生息しているものがほとんどである。
クリに関しては、河川跡から灌漑用の井堰跡（ダム）や護岸用に
使われた木杭が数百本に出土しているが、そのほとんどがクリ材

である。樹径にばらつきが少ないことから、付近に栗林があった可
能性も指摘されている。

集落周辺の環境
以上の結果から、弥生・古墳時代の人々は水田で米作りを行

い、畑でアワやダイズなどの栽培を、そして遺跡周辺の森林や海
で漁労や狩猟を行っていたと推定される。半農半漁的な生業活
動であったと想像している。
郡元キャンパスから周りに目を向けると、半径３km以内に紫原

の森林や錦江湾など、上記動植物を獲得できる多様な環境があ
る。食用資源に限らず建材やほとんどの道具の材料も同様に調
達できたと考えられる。
周辺の環境とそこにある多様な資源の存在、そしてその環境・
資源に関する当時の人々の博物的知識とその蓄積が、1000年と
いう集落存続を可能にした大きな要因ではないだろうか。

集落の断絶
この集落は７世紀を最後に忽然と姿を消す。鹿大構内遺跡だけ
ではなく、薩摩半島と錦江湾沿岸部では、古墳時代の拠点的集落
が同様に縮小、消失している。
文献史学からは８世紀、南九州は本格的に律令体制に組み込

まれるのを発端に、各地で争乱がおこるなど変動の時代を迎えた
事が指摘されている。律令体制下において、7・８世記の南九州の
住人は「隼人」と呼称され、異民族として位置付けられるが、鹿大
構内遺跡の最後の住人たちはそれに該当する。
彼らはどこに行ったのか？なぜこの集落を放棄しなければならな

かったのか？
答えはまだ出せないが、社会システムの変化や徴税・労役の義
務が彼らの生活を大きく変えたことは間違い無いだろう。

古墳時代の水田跡（学習交流プラザ）

井堰跡（現南九州・南西諸島域共創機構棟）
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研究テーマ 担当教員 研究内容

ドローンとAIによ
る 海 岸 漂 着 プ ラ
スチックごみの定
量化

加古　真一郎
＜大学院理工学研究科

（工学系）　
海洋土木工学プログラム＞

沿岸に暮らす人々を苦しめる海岸漂着ごみは、海洋汚染の象徴として注目されています。
SDGsでも言及されている様に、早急に対策が必要な地球環境問題の一つです 。しかし、これ
らを定量化する方法は、現在でも人手によるごみ回収がほとんどで、客観的な定量化手法は未
整備なままです。
本研究は、ドローンによる航空測量と人工知能（AI）を基盤とした画像解析を組み合わせること
で、より客観的かつ効率的で正確な、海岸漂着プラスチックごみ定量化手法の確立に挑戦して
います。

火 山 荒 廃 地 の 緑
の回復が災害防止
と生態系に及ぼす
役割

寺本　行芳
＜農学部　農林環境科学科　
森林科学＞

桜島の森林は、火山活動による火山灰や火山ガスの影響を受けて破壊されています。森林
が破壊され、地表面が火山灰に厚く覆われた桜島の斜面では、少雨でも多くの土砂が削り
取られるため、この土砂が下流では土石流となって被害をもたらします。
現在、桜島から削り取られる土砂を少なくするために植物の力をどの程度活用できるのか、
また、桜島のような荒れ果てた斜面をどのようにして緑（森林）に戻していくのか、について
研究しています。

有機性廃棄物およ
びその処理物の肥
料効果の評価

樗木　直也
＜農学部　食料生命科学科　
食環境制御科学＞

環境の世紀、排出される膨大な有機性廃棄物を適切に処理し、資源として循環を図ることは
重要なテーマです。鹿児島県においても、家畜のふん尿をはじめとする畜産廃棄物、焼酎粕・
でんぷん粕をはじめとする食品加工残さなど処理が問題となっている有機性廃棄物がたくさ
んあります。
有機性廃棄物を堆肥化し農地に還元することは、有機性廃棄物処理の選択肢の一つですが、
その際問題となる、肥料としての効果や作物に対する有害な作用についての評価を行ってい
ます。

海の森（藻場）を守
り、育てる技術開発

寺田　竜太
＜大学院連合農学研究科　
水産資源環境科学＞

山に森があるように、海の中にも広大な海藻（草）の森があります。
海の森は「藻場」と呼ばれ、沿岸域における主要な光合成の場として重要視されています。
また、藻場は魚介類の隠れ家や生息場、産卵場としても機能することから、生態系や沿岸漁業
においても欠かせない存在です。
近年、藻場が各地で消失し、深刻な問題となっています。海に森を取り戻すにはどうしたらよ
いか？
九州・沖縄を中心として、藻場を保全し、再生させる研究に取り組んでいます。

林地残材等未利用
木質バイオマスの
エネルギー化に関
する研究

寺岡　行雄
＜農学部　農林環境科学科　
地域環境システム学＞

木質系の未利用バイオマスとして林地残材が注目されています。
賦存量が大量にあると言われながら林地残材が利活用されていないのは，林業生産活動に
おいて森林資源の現状把握や分析が不十分であるため。
林地残材が森林の中で、どのような状態で放置されているのかも不明です。
特に森林系バイオマスのエネルギー利用には含水率の低下が重要です。
森林資源や林業生産活動の分析からバイオマス発生量を明らかにすること，林地残材の野外
での乾燥プロセスについてご紹介します。

河畔植生の動態と
種多様性に関する
研究

川西　基博
＜教育学部　理科教育　
生物学＞

河川に沿って成立する植生（＝ある地域に生えている植物群）を河畔植生と呼びます。河畔植
生は、河川環境に適応した独特な植物がみられること、生物の多様性が大きいこと、環境を調
節する機能があることなどから、特に注目されている植生です。しかし、多くの河川ではダム
や護岸といった河川改修が行われたことから、河畔植生は減少あるいは変質しています。本
研究は、植生の動態および種の生態や共存のしくみを明らかにすることで、河畔植生の成り
立ちと保全を考えるものです。

森林の維持･管理
手法の開発

鵜川　信
＜農学部　農林環境科学科　
森林科学＞

森林は木材生産の場であるとともに、水源涵養機能などの多面的機能を持ち、我々の生活に
安定をもたらします。
森林の機能を発揮させるためには、多くの森林を健全な状態に保つ必要があります。人工林
の場合は、その造成と管理に関わる技術を向上し作業を軽減させることで、森林の機能をよ
りよく引き出すことができます。天然林の場合は、維持機構の解明を行うことで、よりよい状
態で森林を保全し、機能を安定的に享受することができます。日本の森林を守り育てるため
の研究です。

森林に生息する鳥
獣の生態と保全に
関する研究

榮村　奈緒子
＜農学部　農林環境科学科　
森林科学＞

森林は原生林から人工林まで多様なタイプが存在し、そこには多くの生物が暮らしています。
そこでは、動物による種子散布のように、生物同士が相互に影響し合って生態系を形成してい
ます。また、保護が必要な希少種や、ヒトや生態系に悪影響を及ぼす外来種が暮らしている地域
もあります。
本研究室では、主にフィールド調査から、森林性鳥獣を対象に生態や保全の研究を行ってい
ます。
特に、島の生態系の保全、種子散布を通した生物間相互作用をテーマに研究を進めています。

魚類へのメタボロ
ミクスの適用と新
たな影響評価法の
開発

宇野　誠一
＜水産学部　水産学科　
水圏環境保全学分野＞

メタボロミクスは生体内代謝物質の変動を網羅的に検出することにより、『今、生体内で何が起
こっているか？』を詳細に見いだすことができる手法です。
本法は哺乳類や植物を対象としたものが多いのですが、我々はこれを魚類に適用することで、
これまでにない全く新しい環境汚染物質影響評価法の開発を行っています。
さらに汚染物質影響評価だけでなく、魚類の食品としての新たな評価や魚の健康診断など、メ
タボロミクスの様々な適用法を模索・研究しています。

令和３年度　環境関連研究（一部抜粋）
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研究テーマ 担当教員 研究内容

ヒートアイランド現
象を緩和するシラ
ス製被覆ブロック
の開発

平　瑞樹
＜農学部　農林環境科学科　
地域環境システム学＞

九州には特殊土といわれる地盤が多く存在しています。
特に鹿児島県本土の約50％と宮崎県南部を含む南九州一帯に広く分布する「シラス」を地域資
源として有効に活用する研究です。

「シラス」のもつ吸水性や保水性を利用した軽量基盤材、また、路上や屋上・壁面の温度上昇を
防ぐことでヒートアイランド現象を緩和する被覆ブロック材の開発と製造方法の実証研究を目
的とします。

電 子 機 器 の 熱 問
題を解決する高性
能冷却システムの
開発

水田　敬
＜大学院理工学研究科

（工学系）　
化学工学プログラム＞

電子機器の作動には冷却部材が不可欠です。電子デバイスの高性能化に伴い発生する熱量は
飛躍的に増加し、機器の故障や寿命減、冷却装置の巨大化が問題となっています。
冷却装置の限界により、高輝度LEDを低輝度でしか点灯させられない事態も起きています。本
研究「FGHP（高性能フラットヒートパイプ型ヒートスプレッダ)」は、高性能かつ省スペースの画
期的な新規冷却部材。
FGHPをコアとする最適な冷却システム開発を実現することで、種々の熱問題の解決を目指し
ています。

野 生 霊 長 類 の 生
態と社会に関する
研究

藤田　志歩
＜共通教育センター　
初年次教育・教養教育部門＞

現生あるいは化石の霊長類について調べることで、ヒトの進化を明らかにしようとする学問
を霊長類学と言います。
ヒトを含め、霊長類の多様な社会が、なぜ、どのように進化したのかを明らかにするため、野
生のニホンザル、チンパンジー、ゴリラを対象に、繁殖戦略や生活史に関する研究を行って
きました。
また、野生動物の行動や生態に関する基礎情報は、動物の保全や管理に活かすことが可能
です。

微生物による環境
改善および食品・バ
イオマスへの有効
利用

前田　広人
＜水産学部　水産学科　
水圏環境保全学分野＞

微生物には分解者と生産者という２つの能力があります。分解者の能力を用い、重油汚染の
環境レメディエーション、バイオディーゼル燃料の副産物処理および赤潮駆除への有効利用
を図っています。
生産者としては健全な魚介類を生育するためのプロバイオティクス（善玉菌）の開発、タンパ
ク資源としての有用藻類およびバイオディーゼル燃料を生成する有用微生物の検索を行っ
ています。分解者と生産者を同時に兼ねる光合成細菌による、排水処理と有用物質生産に関
する研究も進行中です。

繁殖に着目して甲
殻類の資源評価・
保全を行う

土井　航
＜水産学部　水産学科　
水産資源科学分野＞

水産資源の資源評価は、一般的に漁獲統計資料を解析することによって行われます。私は成熟
サイズや産卵数など、繁殖に関する生物情報を調査し解析する研究を行っています。繁殖によ
る資源評価は資源動向を予測する情報として重要なだけでなく、漁業から独立した生物視点
での資源評価につながります。また、繁殖は生物の世代交代にとって重要なライフイベントで
す。希少動物の繁殖生態に関する研究を通じて、繁殖場所の保全、個体群間のネットワークな
どを研究しています。

市民と恊働した海
岸漂着ごみ等の実
態把握手法の開発

藤枝　繁
＜南九州　南西諸島域
イノベーションセンター＞

平成21年7月、海岸漂着物等処理推進法が成立しました。
海洋ごみ問題は、国際的な環境問題として近年話題になっていますが、全国的に見るとその
多くは国内起源であり、海の流れに乗って国内間または海外へと地域を越えて被害を与えて
います。海洋ごみの発生抑制には、発生者の一人でもある私たちが、この問題に気付くことが
必要です。本研究では、NGOと協力して市民参加型の海岸漂着ごみ等の実態把握手法を開
発し、市民と共に調査活動を展開しています。

ディーゼル燃料と
しての動・植物油
およびバイオアル
コールの利用

木下　英二
＜大学院理工学研究科

（工学系）　
機械工学プログラム＞

動・植物油から製造されるバイオディーゼル燃料（BDF）の活用、および種々の有機物から発
酵により製造されるバイオアルコールをディーゼル燃料として利活用することが本研究の目
的です。
BDFやバイオアルコールはライフサイクルCO2削減に寄与できる含酸素燃料であり、排ガ
スをクリーンにします。現在、BDFとしては、パーム油、ココナッツ油、ヒマワリ油、およびそれ
らの廃食用油を原料にした燃料を、バイオアルコールとしては、バイオブタノールを研究対象
としています。

光で充電できる蓄
電池（光蓄電池）の
開発

野見山　輝明
＜大学院理工学研究科

（工学系）　
電気電子工学プログラム＞

従来の太陽電池は「電池」と呼ばれていますが，電池の本来の働きである蓄電はできません。こ
のため太陽光が当たれば発電できますが，昼夜や天候の変動により発電量が大きく増減するの
で使いにくいエネルギーとなっています。そこで太陽電池自体が発電と共に蓄電機能を持つ新
しい電源として「光で充電できる蓄電池（光蓄電池）」の開発を行っています。この光蓄電池の効
率向上と実用化，更に光蓄電池技術を基盤とした新しい光エネルギーデバイスの創出を目的に
材料開発を行っています。
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はじめに
豊かな森林は、国土の保全や水源の涵養、植物による二酸化
炭素の吸収・固定、木材をはじめとする林産物の供給など、人々の
生活に密接に関係する多くの役割を担っている。これらの森のは
たらきを持続的に享受するためには、人の手による適正な整備や
保全が求められる。木材生産を目的として植林されたスギやヒノ
キなどの人工林は日本の森林の約40％を占めており、建材や板な
どの素材として十分に利用できる大きさにまで十分に成長してい
る。昭和の農山村の暮らしとともに植林、育成された人工林は、令
和の時代に本格的な収穫期を迎え、森を育てる森林管理から木
材を利活用する森林経営のステージにへと移行しつつある。

高隈演習林の役割
鹿児島大学農学部附属高隈演習林（以下、演習林）は、鹿
児島市の対岸、大隅半島北部の垂水市に位置し、3,068haの
面積を有している。南端の高峠（722m）、中央部のビシャゴ岳
（885m）を経て、輝北にまで南北に伸びる広大な森林は、スギを
中心とした人工林1,171ha（38%）、照葉樹二次林が半数を占
める天然林1,877ha（62%）で構成されている。1909年に鹿児
島大学の前身である国立鹿児島高等農林学校に演習林が設置
されて以来、①森林科学の教育および研究などのフィールド、②
地域の課題に対する様々な取り組み、③森林資源の維持管理を
行ってきた。①教育・研究は、林業に密接に関連した実践的なも
のや、森林に生息する動植物、地質や地形などの立地、自然体験
や地域集落と連携した環境教育など森林環境を軸に多岐にわた
るテーマに取り組んでいる。②地域貢献は、演習林がある垂水市
や地元の大野地区との協力関係を背景にした教育プログラムの

共同実施や、集落のお祭り行事などへの参画など、大学・行政・
NPO・地域住民との協業を実現してきた。また、社会人を対象に
2007年から行っている林業分野のリカレント教育は15年目を迎
え、日本各地から受講生が集うなど、世代や所属にとらわれない
多様な利用者を毎年継続的に数多く受け入れてきている。③木
材生産は、演習林の南部区域を中心とした森林整備や各種実習
などの過程で、年間1,500～2,000㎥の木材を産出している。造
林地では、森林環境を整えながら育成することが重要であると考
え、次世代につなぐ森づくりを目指している。なお、生産された木
材は、競争入札方式で地元の製材工場などを中心に流通してお
り、木造建築の構造材や集成材などの材料、バイオマス発電の燃
料として大隅地域の木材供給源のひとつとして大切な役割を担っ
ている。

「高隈演習林による森林認証の取得」
農学部附属演習林　助教　牧野　耕輔

CO2の吸収源となる
森林の育成安全な水源地を守る

管理棟と背後に広がる演習林

人工林の中の森林作業道（演習林内）

広葉樹林（演習林内）
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森林認証取得へのとりくみ
豊かな森づくりは、世界共通の目標であるSDGs（Sustainable 
Development Goals）とも非常に高い親和性をもって呼応し
ている。目標15「陸上資源」の陸の豊かさを守る取り組みをは
じめ、教育、エネルギー、気候変動、生命の根幹にかかわる水資
源の源流を有するなど、森林は持続的な開発を支える重要な要
素を多く内包している。演習林は、中期管理計画に基づく持続可
能な森林管理を行っており、これまでにも森林認証の取得を検討
してきた。しかし、費用面や国際基準に対応するための書類整備
などの準備段階にあり、申請には至っていなかった。そして今回、
2021年に起きたウッドショックをはじめ、木材の安定供給に向け
た持続的な森林経営や地域との関係づくりの重要性が高まって
きたことを受け、世界最大規模のPEFC森林認証制度相互認証
プログラム（Programme for the Endorsement of Forest 
Certification Schemes）に加盟する日本国内の認証制度であ
るSGEC（Sustainable Green Ecosystem Council）認 証
取得に向けての活動を開始した。認証は、大きく２つの制度からな
り、森林経営の持続性や環境保全への配慮などについて認証す
る「森林管理（FM：Forest Management）認証」、認証森林
から算出された木材の適切な加工および流通を認証する「CoC
（Chain of Custody）認証」がある。演習林は、森林管理（FM）

の認証取得に向け、高隈演習林技術職員を中心に2021年９月か
ら申請準備に着手した。具体的には、森林資源管理について持続
可能な森林管理基準の明確化するための「高隈演習林SGEC
森林管理計画」、森林生態系の保全についての「生物多様性管
理指針」などの策定。さらに、樹木の伐採前後の状態変化をモニ
タリングする体制も準備するなど、森林経営における体制強化に
ついて2022年１月までに順次整えていった。そして２月にSGEC
審査員による現地審査を経て、2022年４月１日付で持続可能な森
林管理の国際基準を満たしたとして、国内の大学演習林としては
４例目となるSGEC森林認証を取得した（有効期間５年、2022年
４月１日～2027年３月31日）。
今後は、管理主体である鹿児島大学のみならず、森林管理に
携わる地域の林業事業体や木材加工業者、そして、環境保全に
とりくむ地域住民の方 と々の連携を強めながら、持続的な森林経
営、自然環境に配慮された森づくりを目指していきたい。そして、こ
こから得られる多くの知見は、森林環境や林業分野に関わる多く
の人たちへの生きた教材として積極的に活用していきたいと考え
ている。

持続可能な森林経営

演習林から生産された木材 演習林を管理している技術職員
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鹿児島大学生協のプラスチックごみ排出量削減の取り組み
全国の大学生協の連合会である全国大学生協連合会では「プラスチック問題に対する大学生協の取り組み方針」を決めています。そ

の中で「知り・知らせる場作り」「プラスチックごみの排出量削減」「取り組みを通じた“学びと成長”」「大学とのパートナーシップ」「定期的
な見直し」の5つのテーマを定めています。鹿児島大学生協もこのテーマに沿って活動しています。今回「弁当容器リサイクルの取り組み」
についてご報告致します。

鹿児島大学生協では、郡元キャンパス、桜ヶ丘キャンパス合わせて1日約600個の弁当を作り、販
売しています。この弁当には「リ・リパック」という容器を使っています。この容器は、食後汚れている
表面のフィルムだけをはがして捨て、トレーの部分は回収しリサイクルされます（蓋はプラスチックと
してリサイクル）。リ・リパックは環境面で次のような特徴があります。
① 水資源を守る	 ：�トレーを洗わずにリサイクルできるので、水を節約し、川や海を汚しません。
② ゴミを減らす	 ：�はがしたフィルムだけがゴミとなるので、ゴミの量を大幅に削減することがで

きます。
③ 天然資源を守る	：�簡単にリサイクルに参加出来るので回収量が増加します。再生原料を利用

することで天然資源の使用抑制と保護につながります。
環境面の他にもリ・リパックの再利用には障害福祉サービス事業所に作業をお願いしていて、就
労支援事業にも協力しています。
リサイクル率は2020年度29.8％、2021年度19.34％と、この1年間で約10ポイント下がりまし
た。新型コロナウイルスの影響で、学内で食事をする人数が減った事、そして回収の呼びかけをする
ことが難しかった事が影響しています。
2021年度店舗では毎月のリサイクル率を掲示するなどして、利用者にリサイクルについて意識し

て頂ける取り組みも行いました。またリサイクル容器の回収にご協力していただいた方には、生協電
子マネーのポイントを付けています。2022年度に向けて環境活動をしている学生と、リ・リパック回
収率を上げる取り組みを一緒に行うための話し合いを始めています。
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事業名・取組名 事業内容・連携内容 実施実績 連携の成果

ゼ ロ カ ー ボ ン シ
ティかごしま共創
事業

次世代を担う若者たちの地球温暖化や気候変動に対する関心
を高めるとともに行動の輪を広げるため、鹿児島大学法文学部
の授業「アクティブ・ゼミ」において、学生・企業（ゼロカーボンシ
ティかごしまパートナー）・市が一緒に「ゼロカーボンシティかご
しまに必要なこと」について考えた。
学生が３つのグループに分かれ、３つの企画（投票型ゴミ箱の設
置、「環境の問い」ステッカーの設置、より良い「キャンパス構想案

（給水スポット設置など）」の提案）を考えた。

・授業回数　15回
・学生数　　16名

学生が地球温暖化や気候変動を「自分
ごと」と捉える機会になったほか、「私
たちにできること」を考えてグループ
ごとに企画立案に取り組むことで、地
球温暖化や気候変動に対する関心を
高めるとともに行動の輪を広げること
ができた。

オカワカメを
活用した
緑のカーテン設置

地球温暖化対策アクションプランに基づき実施する「緑のカーテ
ン設置」について、鹿児島大学農学部で研究する「オカワカメ」を
用いる共同研究を実施した。

80の市有施設にオカワカメの
緑のカーテンを設置

オカワカメの緑のカーテンを設置する
ことで、施設の省エネに寄与したとと
もに、市のグリーンカーテンに費やす
予算を削減することができた。

未来館からの
出前授業

未来館から大学に出向き、環境問題に関する授業を行うことで、
学生の環境問題への意識の向上を図った。 11/30 ： 45人（オンライン）

本事業を通じて、学生が環境問題や地
域の環境学習施設の取り組みについ
て理解を深めることができた。

未来館サポーター
の募集事業

未来館の来館者に対する展示案内や、イベント時のサポート活
動を主とするボランティア「未来館サポーター」の養成講座を学
生に受講・登録してもらい、環境問題への理解を深めてもらっ
た。

2人 本事業を通じて、学生が環境問題に対
して考える学びの場となった。

未来館への
団体見学

未来館に見学に来てもらい、学生の環境問題への意識の向上を
図った。 4/15 ： 23人

未来館の展示案内を受けてもらい、学
生の環境問題への意識向上が図られ
た。

学生向けごみ分別
説明会の開催

本市のごみの減量化・資源化の促進を図るため、大学の新入生
ガイダンス等の場で市担当者から学生にごみ分別について説明
する予定であったが、令和3年度は、新型コロナウイルス感染症
の影響により、チラシ配布（3月後半）のみを行った。

3,230部

ごみの分別について、アプリなどを案
内したチラシを配布することで、新入
生等に啓発・周知を行うことができた。

（コロナにより説明会は実施せず、チ
ラシ配付のみ）

生ごみの
リサイクル授業

ごみの減量化・資源化意識の向上を図るため、子どもたちにダン
ボールコンポストを使って生ごみを堆肥化する「生ごみのリサイ
クル授業」を実施した。

【連携内容】
授業及び講座の実施にあたり、講師を依頼した。

５校　228人
ダンボールコンポストを活用した生ご
みの堆肥化を通じて、小学生にごみの
減量化・資源化の意識向上を図ること
ができた。

ジオ講座・ジオツ
アーへの協力（桜
島・錦 江 湾 ジ オ
パーク推進事業）

桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会に委員や学術アドバイザー
として加わっていただき、必要に応じた助言をいただいた。

4/28_�桜 島 ・ 錦 江 湾 
ジオパーク推進協議会

ジオ資源保全会議（書面開催）

桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会に
おいて、委員や学術アドバイザーとし
て助言をいただいた。

ウミガメの
成長に関する研究 船上に設置した水槽で飼育するウミガメの成長に関する研究 通年 ウミガメを船上で飼育し、成長及び環

境を記録した。

共同研究 海獣餌料中のカリウム含有が血液性状に与える影響について 通年
海獣餌料中のカリウム含有量と保存
方法による喪失を調べ、血液性状に与
える影響を推察した。

共同研究
科研費による共同研究（基盤B;分担）「島嶼海岸生物の地理的分
布に分散ネットワークが果たす役割 ： 温暖化に伴う北上は容易
か」

通年

喜界島・沖永良部島で合同調査を行
い。イソギンチャク4新種、スナギン
チャク1新種、イシサンゴ国内初記録4
種、魚類国内初記録2種を含む薩南諸
島の生物相を報告した。

共同研究 イルカの血清中のオキシトシン濃度の意義に関する研究 通年
血清中のオキシトシン濃度と飼育員へ
の調査票を比較し、オキシトシン濃度
の意義を調べた。

共同研究 海獣餌料中の水溶性機能性物質含有が血液性状に与える影響
について 通年

海獣餌料中の水様性機能性物質の含
有を調べ、血液性状に与える影響を推
察した。

共同研究 下水処理水を養液とした水耕装置による機能性野菜の栽培法の
研究 随時

下水処理水を養液とした野菜の水耕
栽培を行い収穫・分析を行った。キュウ
リ、キャベツ等、通常の土耕栽培と比較
してカリウム含有量が低下しているこ
とを確認できた。

令和３年度　鹿児島市と鹿児島大学との連携事業・取組（一部抜粋）
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環境マネジメント活動についての２０２1年度実績及び２０２2年度目標
鹿
大
環
境

基
本
方
針

報
告
書
目
次

事　項

２０２1年度 ２０２2年度

目標 実績 達成度 目標

5

①
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境方針の
制定と公表

環境方針の学内外への周知を継
続する

・�環境報告書（ダイジェスト版）の
関係部署への配布

・環境報告書をHPで公表
○○ 環境方針の学内外への周知を継

続する

環境マネジメント
体制の確立

現行の環境マネジメント体制を継
続し、環境保全活動を適切に実行
する

現行の環境マネジメント体制を
継続し、環境保全活動を適切に
実行した

○○
現行の環境マネジメント体制を継
続し、環境保全活動を適切に実行
する

4

②
環
境
保
全
活
動
へ
の
取
り
組
み

法規制の遵守 法規制の遵守、コンプライアンス
について引き続き徹底を図る

法規制の遵守、コンプライアンス
について引き続き徹底を図った ○○ 法規制の遵守、コンプライアンス

について引き続き徹底を図る

省エネルギーの
推進

エネルギー消費原単位の5年間
平均原単位で１％以上削減、また
はベンチマーク指標値を0.555
以下

エネルギー消費原単位の5年間
平均原単位で1.4％増加、ベンチ
マーク指標値0.642

×
エネルギー消費原単位の5年間平
均原単位で１％以上削減、または
ベンチマーク指標値を0.555以下

CO₂排出量の
削減

単年度当り平均1.95％以上削
減（2030年度において、2013年
度比33％以上削減）

前年度比較7.9％増加 ×
単年度当り平均1.9％以上削減

（2030年度において、2013年
度比51％以上削減）

水の消費削減 水の定期的な把握と抑制 水の定期的な把握をおこない、
前年度比較3.6％増加 △△ 水の定期的な把握と抑制

用紙購入量の
削減 用紙使用の把握と抑制 用紙使用の把握を行い、前年度

比較5.8％増加 △△ 用紙使用の把握と抑制

廃棄物排出量の
抑制

廃棄物については排出量を定期
的に把握するとともに、抑制に努
める。

排出量の定期的な把握と抑制を
行った結果、可燃物については
1.9％削減、不燃物11.9％削減し
た

○○
廃棄物については排出量を定期
的に把握するとともに、抑制に努
める。

グリーン購入の
推進

・環境方針の周知
・環境物品の１００％調達

環境方針に基づく対象物品の
１００％調達を達成 ○○ ・環境方針の周知

・環境物品の１００％調達

化学物質の
適正管理 排水管理システムの運用の徹底 排水管理システムの運用を徹底

した ○○ 排水管理システムの運用の徹底

１

③
環
境
教
育

環境教育・学習の
推進 環境教育・学習の継続と充実 特色ある環境教育を行った ○○ 環境教育・学習の継続と充実

２

④
環
境
研
究

環境研究の実績 環境研究の継続と充実 特色ある環境研究を行った ○○ 環境研究の継続と充実

３

⑤�

地
域
と一体

と
な
っ
た

取
り
組
み

地域と一体となった
環境保全活動 地域と連携して環境活動を行う 地域と連携して環境活動を行っ

た ○○ 地域と連携して環境活動を行う

6

⑥
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社会に開かれた
環境マネジメント

社会に開かれた環境マネジメント
を推進する

鹿児島市と連携した取り組みや
共同研究を推進した ○○ 社会に開かれた環境マネジメント

を推進する

学内の環境
コミュニケーション 環境報告書の学生・教職員への周知

各学部の学生・教職員が手にしや
すい場所にダイジェスト版を置
いた

○○ 環境報告書の学生・教職員への周知

達成度は以下の３段階で自己評価を行った。　○…達成した　　△…達成が不十分であった　　×…達成できなかった

環境・エネルギー管理責任者（各学部長、各センター長、事務局部長）

部局等

環境ＷＧ

キャンパス計画室施設マネジメント委員会

郡元キャンパス
環境・エネルギー管理者

環境・エネルギー管理統括者
（財務・施設担当理事）

環境・エネルギー最高責任者
（　学　　長　）

環境・エネルギー管理企画推進者
（学長が指名する有資格者）

※　　　　：省エネ法により設置するもの

桜ヶ丘キャンパス
環境・エネルギー管理者

環境・エネルギー管理担当者（各学部事務長、事務局課長）

環境・エネルギー担当者（建物ごとに置く）
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環境・エネルギー管理責任者（各学部長、各センター長、事務局部長）

部局等

環境ＷＧ

キャンパス計画室施設マネジメント委員会

郡元キャンパス
環境・エネルギー管理者

環境・エネルギー管理統括者
（財務・施設担当理事）

環境・エネルギー最高責任者
（　学　　長　）

環境・エネルギー管理企画推進者
（学長が指名する有資格者）

※　　　　：省エネ法により設置するもの

桜ヶ丘キャンパス
環境・エネルギー管理者

環境・エネルギー管理担当者（各学部事務長、事務局課長）

環境・エネルギー担当者（建物ごとに置く）

（趣　旨）
第1条�　この規則は、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成10年法律第117号。以下

「温対法」という。）及びエネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和54年法律
第49号。以下「省エネ法」という。）に基づき、国立大学法人鹿児島大学（以下「本学」
という。）における温暖化対策及びエネルギーの使用の合理化に関し、必要な事項
を定める。

（定　義）
第2条�　この規則において「エネルギー」とは、化石燃料、これを熱源とする熱及び電気を

いう。
（学長の責務）
第3条�　学長は、環境・エネルギー管理最高責任者として、本学における温暖化対策及び

省エネルギーの推進を統括する。
2�　学長は、本学における温暖化対策及び省エネルギーを着実かつ効果的に推進するた
め、基本方針を定め、環境・エネルギー管理体制を整備し、これを実施する。

（学生及び教職員の責務）
第4条�　学生及び教職員は、温対法、省エネ法及びこの規則に基づいて講ずる温暖化対

策及び省エネルギーのための措置に協力しなければならない。
（環境・エネルギー管理組織）
第5条　環境・エネルギー管理組織は、別図及び別表のとおりとする。

（環境・エネルギー管理統括者）
第6条　省エネ法の定めるところにより、環境・エネルギー管理統括者を置く。
2　環境・エネルギー管理統括者は、財務・施設担当理事をもって充てる。
3　環境・エネルギー管理統括者は、次の業務を統括する。

（1）　経営的視点に立った温暖化対策及び省エネルギーの推進に関すること。
（2）　省エネルギー目標を達成するための中長期計画の取りまとめに関すること。
（3）　エネルギーを消費する設備の維持、使用方法の改善及び監視に関すること。
（4）　現場管理における企画立案及び実務の統制に関すること。
（5）　その他温対法及び省エネ法に定める業務に関すること。
（環境・エネルギー管理企画推進者）
第7条　省エネ法の定めるところにより、環境・エネルギー管理企画推進者を置く。
2�　環境・エネルギー管理企画推進者は、省エネ法に定める資格を有する職員のうちから
学長が指名する。

3�　環境・エネルギー管理企画推進者は、環境・エネルギー管理統括者の行う業務を実務
面から補佐する。

4�　環境・エネルギー管理企画推進者は、第9条に定める環境・エネルギー管理責任者、環
境エネルギー管理担当者及び環境・エネルギー担当者の行う業務の指導・支援を行う。

（環境・エネルギー管理員）
第8条�　省エネ法の定めるところにより、郡元キャンパス及び桜ヶ丘キャンパスに環境・エ

ネルギー管理員を置く。
2�　環境・エネルギー管理員は、省エネ法に定める資格を有する職員のうちから学長が指
名する。

3　環境・エネルギー管理員の職務は、次のとおりとする。
（1）　エネルギー使用状況の把握及び分析に関すること。
（2）　エネルギー消費設備の維持に関すること。

（3）　エネルギー使用方法の改善及び監視に関すること。
（4）　その他エネルギー管理について必要と思われる事項に関すること。
（環境・エネルギー管理責任者、環境・エネルギー管理担当者、環境・エネルギー担当者）
第9条�　部局等ごとに、環境・エネルギー管理責任者及び環境・エネルギー管理担当者を

置き、建物ごとに、環境・エネルギー担当者を置く。
2　環境・エネルギー管理責任者は、部局等において、次の職務を行う。

（1）　温暖化対策及び省エネルギー推進に関すること。
（2）　温暖化対策及び省エネルギーの実施計画の策定と実施に関すること。
（3）　温暖化対策及び省エネルギー推進に係る連絡調整に関すること。
（4）　現場管理に係る企画立案、実務の統制に関すること。
（5）　その他部局内の温暖化対策及び省エネルギーに関すること。
3　環境・エネルギー管理担当者は、部局等において、次の職務を行う。

（1）　環境・エネルギー管理責任者の行う業務を実務面から補佐すること。
（2）　エネルギー使用状況の把握及び分析に関すること。
（3）　エネルギー使用の具体的な対策・検討に関すること。
（4）　その他温暖化対策及び省エネルギーについて必要と思われる事項に関すること。
4　環境・エネルギー担当者は、建物について、次の職務を行う。

（1）　エネルギー使用状況の把握及び分析に関すること。
（2）　エネルギー消費設備の維持に関すること。
（3）　エネルギー使用の具体的な対策・検討に関すること。
（4）�　その他温暖化対策及び省エネルギーについて必要と思われる事項に関すること。
（省エネルギー目標の設定）
第10条�　温暖化対策及び省エネルギー推進に係る目標は、キャンパス計画室において

設定する。
（エネルギー管理標準の作成）
第11条�　省エネ法に基づくエネルギー管理を行うため、環境・エネルギー管理員を置く

キャンパスについてエネルギー管理標準を定めるものとする。
（雑則）
第12条　この規則に定めるもののほか、エネルギー管理に関し必要な事項は、別に定める。
附　則　この規則は、平成22年4月1日から施行する。
附　則　1　この規則は、平成23年11月24日から施行する。
　　　　2　鹿児島大学環境マネジメント実施要項（平成18年9月26日学長裁定）は、廃止する。
附　則　この規則は、平成24年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成26年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成27年2月3日から施行し、平成26年10月1日から適用する。
附　則　この規則は、平成27年7月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成28年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成28年10月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成29年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成30年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、平成31年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、令和2年4月1日から施行する。
附　則　この規則は、令和２年７月１日から施行する。
附　則　この規則は、令和２年１２月１日から施行する。
附　則　この規則は、令和3年4月１日から施行する。

●国立大学法人鹿児島大学環境・エネルギー管理規則（平成22年３月26日　規則第30号）

●組　織
鹿児島大学環境・エネルギー管理組織図

鹿児島大学の環境マネジメントの仕組み
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鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画（2020年度一部改正）
　国立大学法人鹿児島大学環境・エネルギー管理規則に基づき、鹿児島大学が温室効果ガスの排出の抑制及び省
エネルギーを着実かつ効果的に推進するための実施計画を下記のとおり定める。

１．目標
（１）鹿児島大学から排出される温室効果ガスの排出量（森林吸収量を含む）
　鹿児島県地球温暖化対策実行計画（平成30年3月）に基づき、2030年度において、2013年度比 33％以上
（単年度当り平均1.95％以上）削減する。

（２）鹿児島大学で使用するエネルギー
　下記１）２）のいずれかの達成を目標とする。

１）エネルギー消費原単位の５年度間平均原単位（kl/㎡）について、1％以上低減させる。
２）ベンチマーク指標値を0.555以下にする。

２．実施計画
　鹿児島大学は、低炭素キャンパスの実現に向けて、「エコ・ライフの実践」、「エコ体質への改善」並びに「エコ・
チャレンジ」を行い、エネルギーメタボからの脱却に取組みます。
　また、教職員・学生など大学に関係する全ての者が、自主的かつ積極的に活動に参画することで、エネルギー問
題の知見を持つ人材を輩出するとともに、地球環境に配慮した豊かな教育研究環境を創造することを目指します。

（１）エコ・ライフの実践
１）適切な情報提供等
①�学生・教職員に対し、地球温暖化対策・省資源に関する情報を本学ホームページなどにより提供し、危機意識
の浸透及び自主的な行動を促す。
②�地球温暖化対策など環境教育に取り組む。
③「省エネパンフレット」や「ライフスタイルチェックシート」などを作成・配布して、自主的な行動を促す。
④�省エネパトロールを実施して、エネルギー管理状況を把握するとともに学生・教職員に対し、省エネ意識の向
上を促す。
⑤�エコ・モニターによる、「見える化」を図り、エネルギー削減に対する意識づくりを進める。

２）ライフスタイルの改善
①「省エネパンフレット」や「ライフスタイルチェックシート」を用いて、下記の様なライフスタイルを確認する。
・冷房時の室温を28℃、暖房時の室温を19℃に設定する。
・夏季の「クールビズ」及び冬季の「ウォームビズ」を推進する。
・昼休みは、一斉消灯。
・エレベーターの使用を控えて、階段利用を推進する。
②タブレット等を使用したペーパーレス会議を推進する。
③公用車や自家用車の運転における「エコドライブ10」を推進する。
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④通勤・通学等では、自転車、バスや鉄道などの公共交通機関の利用を推進する。
⑤鹿児島市コミュニティサイクル「かごりん」の利用を推進する。

３）森里川海の保全・活用
①キャンパス内の緑地・森林・農地等の維持・保全を推進する。

（２）エコ体質への改善
１）省エネ製品への計画的な更新
①ＬＥＤ照明の導入
②エネルギー消費効率（COP）の高い空調設備機器の導入
③実験等で使用する冷蔵庫、冷凍庫は高効率機器の導入
④公用車の低公害・低燃費車の導入
⑤パソコン、コピー機等OA機器の省電力機器の導入
⑥変電設備の変圧器は、低損失型の導入
⑦水搬送や空気搬送で使用する交流電動機は、低損失型の導入

２）高効率給湯器、節水型トイレ等への更新
①高効率の蒸気ボイラーへの更新及び蒸気管及び給湯管の断熱性能を向上する。
②衛生設備機器は、節水型機器・自動水栓等へ更新する。

３）建物の高断熱・高気密化
①�建物の新築、増・改築及び改修においては、断熱材・複層ガラス等の建設資材を採用し断熱性能を向上する。

４）低炭素サービス
①「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（グリーン購入法）」に基づく製品を積極的に購入する。
②環境に配慮した「エコレールマーク、エコシップマーク」商品を購入する。
③低炭素の電力などを積極的に購入する。
④エコマテリアルの採用を検討する。

５）フロン類等の温室効果ガスの管理
①�冷蔵庫、空調機器などで使用されている冷媒ガスについては「フロン排出抑制法」に基づき、適正な管理を
行う。
②冷蔵庫、空調機器などは、ノンフロン方式の機器を導入する。

（３）エコ・チャレンジ
１）新エネルギー（燃料電池、風力発電他）の開発・導入を推進する。
２）木質バイオマス蒸気ボイラーの利用を推進する。

３．実施計画のPDCA
　キャンパス計画室（環境ワーキンググループ）において、本計画の実施状況を点検し、関連法令の改正等必要に
応じ、本計画の見直しを行う。
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法令遵守（コンプライアンス）
●PCB廃棄物の処理
ＰＣＢ含有機器等においては、２００１年に 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別処置法」
が施行され、事業者は２０２６年度までに適切な処理を行うことが義務づけられています。
鹿児島大学の低濃度及び高濃度ＰＣＢ含有機器は、２０１４年度及び２０１８年度に処理が完了しておりましたが、 

２０１９年度、２０２０年度及び２０２１年度に実験用等の低濃度ＰＣＢ及び高濃度ＰＣＢが発見されました。
低濃度ＰＣＢについては民間の処理事業者にて適切に処理を行いましたが、高濃度ＰＣＢについては処分期間の終

了により継続保管を行っております。

●化学物質の排出量・移動量
1999年7月に、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（ＰＲＴＲ法）が
公布され、化学物質による環境の保全上の支障が生ずることを未然に防止することを目的として、2001年度から毎年
度、ＰＲＴＲ対象化学物質に関する調査を実施しています。　
鹿児島大学では、郡元キャンパス、桜ヶ丘キャンパス及び下荒田キャンパスが対象事業所に該当し、団地ごとにＰＲＴ

Ｒ法第一種指定化学物質に関する排出量・移動量を調査・集計し、法に定める届出基準量（※１）のものについては、
環境中への排出量及び移動量として報告しています。
� （※１）事業所ごとの集計で、年間取扱量が１トン以上ある第一種指定化学物質（特定第一種指定化学物質は０．５トン以上）

2021年度  ＰＲＴＲ法第一種指定化学物質年間排出量・移動量（10kg以上の物質のみ掲載）
【郡元キャンパス】� ※小数点第二位を四捨五入

物質番号 対象化学物質名 年間排出量・移動量（kg）
13 アセトニトリル 533.1
411 ホルムアルデヒド 445.8
392 ノルマル－ヘキサン 358.6
300 トルエン 352.5
186 ジクロロメタン 278.9
127 クロロホルム 207.8
80 キシレン 113.7
232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 22.2
11 アジ化ナトリウム 20.5
400 ベンゼン 11.5

【桜ヶ丘キャンパス】
物質番号 対象化学物質名 年間排出量・移動量（kg）
80 キシレン 1423.9
411 ホルムアルデヒド 657.3
53 エチルベンゼン 264.0
13 アセトニトリル 12.4

【下荒田キャンパス】
物質番号 対象化学物質名 年間排出量・移動量（kg）
186 ジクロロメタン 26.5
392 ノルマル－ヘキサン 26.4
232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 20.0
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1.実験廃液処理
令和３年度の実験廃液回収は ６月、９月、11月-12月、２月に、有機廃液と無機廃液の回収日を分けてそれぞれ４

回行われ、合計37,056 L の廃液が処理された。平成30年までは上昇傾向を示してきた処理量は、令和元年で頭打
ち、令和２年には減少したが、令和３年度は令和元年度と同レベルとなった（図１）。コロナ感染拡大を受けて停滞して
いた研究活動が元に戻り始めていることを反映していると考えられる。

令和３年度は、実験廃液を貯留するポリ容器の在庫が底をつき、一時期容器配布に制限をかけることとなった。廃
液用ポリ容器は、大学病院で廃棄物として出る透析液容器を再利用しているものである。この時は、市内の病院から
廃棄される透析液容器を譲ってもらうなどで乗り切ったが、今後、さらに研究活動の活発化によって廃液量が増える
ことも考えられ、ポリ容器の不足が生じる可能性はある。有害物質を流出させないことは当然であるが、適切な分別
貯留により無駄に廃液量を増やさないことなど、改めて啓発する必要がある。

実験廃棄物の適正処理及び実験排水管理
環境安全センター長　教授　冨安　卓滋

図1　実験廃液量の経年変化

実験廃棄物の
適正処理排水管理 有害物質の

流出防止
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2.不要薬品処理
薬品の購入・保管は使用者の責任において適切に行われ、計画的に処分することが求められるため、本学では、原
則として不要薬品の処理費用は排出者負担としている。一方で、前任者が残していったものや、管理者が不明なもの、
さらには、内容物が不明な固形廃棄物については処理が進まず、実験室内に滞留している状況にあることから、令和
元年度以降、経営戦略経費による不要薬品の全学一斉廃棄を推進してきた。不要薬品処理の申し込みは年々減少傾
向にあり、退蔵している薬品の処理が進んできているものと考えられる。令和３年度は、水銀、鉛、カドミウム、ヒ素、セレン
（以下、水銀等）を含む固形廃棄物、202本と、水銀等を含まない不要薬品3955本の処理が行われた（内容物不明
廃棄物として、環境安全センターへ成分分析依頼のあった241件を含む）。ただし、学内における薬品紛失を受けて、
不要薬品の処理に関する学長通知が１月に出された後の申し込みが、令和３年度の申込量の約50%を占めた。退蔵し
ている薬品の掘り起こしは、何かきっかけがないと中々取り組めない実情が浮かび上がってきた。現在、不要退蔵薬品
の処理について、全学的な機運が盛り上がっていると考えられるため、この機会を逃さず、不要退蔵薬品の一掃を進め
ていく必要がある。

ポリ容器への廃液の入れすぎ。
2021年6月の廃液回収にて撮影。

ポリ容器に線を引いて、廃液の入れすぎを防止（水産学部）。
2021年6月の廃液回収にて撮影。
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3.排水管理
実験室が設置されている建物の実験排水（検水枡）学内41 地点から、月１回採水された排水の水質分析を行い、
基準違反が判明した場合は、排水停止、原因調査、再検査が行われ、必要に応じて排水の汲み取りや検水枡の清掃
が行われることとなる。水質分析項目は下水道法40項目中25項目、水質汚濁防止法の有害物質28項目中19項目、
要監視項目26項目中７項目をカバーしており、毎月の検査結果は各部局等の環境安全委員や担当事務を通じて教授
会等で報告し注意喚起に努めている。令和３年度も、原因調査に至る事例があり、さらなる注意喚起と継続的な啓発
活動が必要である。

4.教育啓発
従来は、各部局へ出向き、廃液・排水に関する講習を実施してきたが、コロナ感染拡大防止のために、令和２年度か

らは、manabaを利用したオンデマンドで講習を行なってきた。令和３年度は、900名以上の申し込みがあったが、71
名は資料を開いておらず、課題を提出したのは、５割弱の430名、アンケート回収は529名で６割弱だった。コロナ対応
で研究室活動が停止することにより、集中力が維持できず、事故などにつながるケースも起こりうることから、講習等に
よる注意喚起と啓発の重要性は増している。講習参加者に「伝える」ことを考えると、対面方式の講習の再開が望まし
いのは言うまでもないが、オンデマンドでもしっかりと身を入れて受講させる工夫も求められている。オンデマンドでは、
時間の制約を受けないので望ましいという意見もあり、さまざまな要望に応え、より実効性のある講習をいかに実現して
いくのかは、今後の検討課題である。
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1 ．総エネルギー投入量
２０２１年度の総エネルギー投入量は、対面授業が増加したことや、学生同士の間隔確保の為、定員に対し広い講義室を使用したことで
空調稼働が増加し、全学で前年度比2.9％増加した。
２０２１年度の総エネルギー投入量の原単位は、総エネルギー投入量の増加により、全学で前年度比3.6％増加した。
尚、5年間（2017～2021年度）平均の原単位は、1.4％増加している。

また、ベンチマーク指標（エネルギー使用量の実
績値（kL）/面積（㎡））については、目標値は0.555
以下であるが2021年度は0.642となり目標値を達
成できなかった。

●�温室効果ガス（CO₂）排出量と温室効果ガス排出係数の推移
１）温室効果ガス（CO₂）排出量
温室効果ガス排出量は各電力会社の温室効果ガス排出係数に大きく左右される。
電力会社の排出係数の増加やエネルギー使用量の増加により、全キャンパスで前年度比7.9％増加した。
尚、削減目標基準の2013年度（総排出量29,961ｔ-CO2）と比較すると34.2％減少している。

省エネルギーの推進

キャンパス名 項　　　目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

郡　元

原油換算投入量 （kL） 4,394 4,341 4,176 4,043 4,260 
総エネルギー投入量前年度比 （％） 8.00 ▲ 0.0 ▲ 3.8 ▲ 3.2 5.4
延床面積 （㎡） 197,037 197,665 192,732 199,607 199,628 
原単位 （kL/㎡） 0.02230 0.02196 0.02167 0.02025 0.02134 
原単位前年度比 （％） 8.0 ▲ 0.7 ▲ 1.3 ▲ 6.6 5.4

桜ヶ丘

原油換算投入量 （kL） 8,466 8,200 7,907 7,949 8,025 
総エネルギー投入量前年度比 （％） 7.8 1.5 ▲ 3.6 0.5 1.0
延床面積 （㎡） 159,452 155,986 153,035 145,891 143,327 
原単位 （kL/㎡） 0.05309 0.05256 0.05167 0.05449 0.05599 
原単位前年度比 （％） 6.2 ▲ 0.5 ▲ 1.7 5.5 2.8

下荒田

原油換算投入量 （kL） 296 291 277 273 290 
総エネルギー投入量前年度比 （％） 7.1 3.5 ▲ 4.8 ▲ 1.4 6.2
延床面積 （㎡） 11,885 11,885 11,885 11,885 11,885 
原単位 （kL/㎡） 0.02491 0.02448 0.02331 0.02297 0.02440 
原単位前年度比 （％） 7.1 3.5 ▲ 4.8 ▲ 1.5 6.2

その他

原油換算投入量 （kL） 305 202 178 156 201 
総エネルギー投入量前年度比 （％） 8.5 ▲ 33.8 ▲ 11.8 ▲ 12.5 28.8
延床面積 （㎡） 14,877 9,807 9,656 9,656 9,656 
原単位 （kL/㎡） 0.02050 0.02060 0.01846 0.01616 0.02082 
原単位前年度比 （％） 10.3 0.0 ▲ 10.0 ▲ 12.5 28.8

全学

原油換算投入量 （kL） 13,461 13,033 12,538 12,421 12,776 
総エネルギー投入量前年度比 （％） 7.9 1.0 ▲ 3.8 ▲ 0.9 2.9
延床面積 （㎡） 383,251 375,343 367,308 367,039 364,496 
原単位 （kL/㎡） 0.03512 0.03472 0.03413 0.03384 0.03505 
原単位前年度比 （％） 7.3 ▲ 0.2 ▲ 1.7 ▲ 0.8 3.6

※原単位＝総エネルギー投入量を建物総面積で除した数字
　エネルギー消費原単位（（ 2021 年度 ）－（ 5 年間平均 ））/（ 2021 年度 ）＝ 1.4％

総エネルギー投入量

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比
増加率（％）

郡元 6,746 7,305 7,474 5,953 6,576 10.5

桜ヶ丘 13,167 13,905 14,185 11,765 12,400 5.4

下荒田 445 486 493 358 454 26.8

その他 559 348 258 199 292 46.7

計 20,917 22,044 22,410 18,275 19,722 7.9

前年度比 － 5.4 1.7 ▲ 18.5 7.9 －

温室効果ガス（CO2）排出量 （ｔ-CO2）
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２）温室効果ガス排出係数の推移

●電力使用量
郡元キャンパスでは前年度比４．１％増、桜ヶ丘キャンパスでは前年度比２．２％増、下荒田キャンパスでは前年度比６．０％増、全学におい

ては前年度比３．3％増となった。前年度に比べ、対面授業が増加したことや、学生同士の間隔確保の為、定員に対し広い講義室を使用し
たこと等により空調稼働が増加したことが電力使用量増大の主な要因と推察する。

●重油使用量
郡元キャンパスは動物焼却用に利用している。桜ヶ丘キャンパスは自家発電設備に利用しており、２０２１年度は電力ピークカットによる稼
働時間の増により重油使用量は増えている。尚、全キャンパス計は２０１７年度と比較すると３５．４％減少している。

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

郡元 0.000362 0.000409 0.000442 0.000344 0.000365 
桜ヶ丘 0.000362 0.000409 0.000442 0.000344 0.000365 
下荒田 0.000362 0.000409 0.000442 0.000308 0.000379 
その他 0.000462 0.000438 0.000462 － －

その他（高圧） － － － 0.000308 0.000379 
その他（低圧） － － － 0.000334 0.000334 

キャンパスごとの排出係数 （t-CO2/kWh）

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率（％）
郡元 14,131 14,127 13,541 13,154 13,697 4.1

桜ヶ丘 26,230 25,940 25,545 25,621 26,176 2.2
下荒田 1,020 1,000 959 948 1,005 6.0
その他 1,157 757 678 584 762 30.5

計 42,538 41,824 40,723 40,307 41,640 3.3

延床面積（㎡） 383,251 375,343 367,308 367,039 364,496 ▲ 0.7
上記使用量は電力会社からの購入分
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■郡元 ■桜ヶ丘 ■下荒田 ■その他 ■延床面積（㎡）電力使用量

電
力

使
用

量（
千

kW
h）

（㎡）

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率（％）
郡元 15 10 9 9 8 ▲ 11.1

桜ヶ丘 94 78 41 52 63 21.2
下荒田 0 0 0 0 0 ―
その他 1 0 0 0 0 ―

計 110 88 50 61 71 16.4

重油使用量 （KL）
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２ ．省エネルギーの取組
●夏季一斉休業による環境負荷低減効果
本学では、２００５年度から夏季一斉休業を実施している。下記表は、２０２１年度における夏季一斉休業による環境負荷低減効果を示した

ものである。なお、桜ヶ丘キャンパスは大学病院を除いている。� ＜２０２１年度の夏季休業は８月１２日（木）、８月１３日（金）、８月１６日（月）＞

●ガス使用量
キャンパス全体でいうと使用量が微増している。使用量増減の主な要因は、郡元キャンパス及び下荒田キャンパス共、前年度に比べ、対
面授業が増加したことや、学生同士の間隔確保の為、定員に対し広い講義室を使用したこと等により空調稼働（GHP稼働時間）が増加し
たことによるものである。尚、２０１７年度と比較すると１５．３％減少している。

●太陽光発電設備
自然エネルギーを利用した太陽光発電設備により、電力料金の削減と温室効果ガスの削減に貢献している。

郡元キャンパス電力使用量 a
（千kWh）

太陽光発電
発電量 b

（千kWh）
割合（%）
b/（a+b）

CO2削減量
（kg-CO2）

13,697 217 1.6 79

さっつん保育園電力使用量
（千kWh）

※Ｒ３．４～Ｒ４．３

太陽光発電
発電量

（千kWh） 割合（%） CO2削減量
（kg-CO2）

28.4 24.2 85.2 9 
さっつん保育園で利用する電力の約８５％以上をまかなっている。 さっつん保育園太陽光発電設備

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率（％）
郡元 687 649 638 608 673 10.7

桜ヶ丘 1,486 1,341 1,211 1,222 1,163 ▲ 4.8
下荒田 33 34 30 29 32 10.3
その他 3 2 2 4 3 ▲ 25.0 ※下伊敷で利用

計 2,209 2,026 1,881 1,863 1,871 0.4

都市ガス使用量 （千㎥）

キャンパス名 削減電力量 
（Kwh）

削減ガス量 
（㎥）

削減給水量 
（㎥）

CO2削減量 
（ｋｇ－CO2） 原油換算使用量（ｋＬ）

郡元 58,100 10,935 635 46,316 1,194
桜ヶ丘 17,861 664 262 8,043 207
下荒田 3,282 478 34 2,340 60

計 79,243 12,077 931 56,699 1,461

環境負荷低減効果
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●照明器具の更新
郡元キャンパス（21棟）及び下荒田キャンパス（4棟）において、蛍光灯型照
明器具をＬＥＤ照明器具に取り替えた。
（更新台数：郡元キャンパス　3,352台、下荒田キャンパス　65台　　計3,417台）

●空調機の更新
郡元キャンパス（４棟）及び桜ヶ丘キャンパス（１棟）において、空調機を�
高効率電気式パッケージエアコン（EHP）に取り替えた。
（更新台数：郡元キャンパス　83台、桜ヶ丘キャンパス　10台　　計93台）

●木質ボイラー設備
桜ヶ丘キャンパスでは、木質チップを燃料とした蒸気ボイラー設備で、木質資源の活用により、化石燃料及び�
温室効果ガスの削減に貢献している。

●啓発活動
省エネルギーに関する啓発を目的に、省エネパンフレット及びライフスタイルチェックシートを作成し、学内へ配布している。

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000

改修後改修前

（kwh/年）
電力使用量削減効果（推定値）

「3,417台をLED照明器具へ更新」

使用量（ｋＷｈ/年）

420,690

166,280

▲ 254,410 kWh/年
電力削減

0
50
100
150
200
250
300
350
400

改修後改修前

（kL/年）
削減効果（推定値）

「93台を高効率EHPへ更新」

エネルギー使用量原油換算（ｋL/年）

264
209

▲ 55 kL/年
削減

（改修前）

（改修前）

郡元キャンパス_共同利用棟２階総合研究博物館

郡元キャンパス_工学部共通棟２階２０１講義室

（改修後）

（改修後）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
木質チップ使用量
（絶乾重量：ｔon） 88 70 94 115 169 

CO₂削減量
（t-CO₂/年） 65 50 69 93 117

燃料削減量
（原油換算：kL） 34 26 37 52 63 

木質ボイラー
※�写真は2020年度「かごしま

CO2排出削減量認証書」

省エネパンフレット ライフスタイルチェックシート
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●廃棄物等総排出量
鹿児島大学における廃棄物は下図の通りである。
排出量を定期的に把握し、抑制に努めた結果、2021年度の排出量は前年度より3.6％削減できた。

●廃棄物分別について
総排出量に対する資源化物及び古紙類の割合、つまりリサイクル割合は23.2％であった。今後も分別を徹底し、リサイクルの向上に努

めていく。

項　目 キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

可燃物
郡元・下荒田 388,350 378,420 366,720 371,665 356,790

桜ヶ丘 344,370 354,440 355,920 349,520 350,620

不燃物
郡元・下荒田 8,830 6,240 11,750 11,160 14,190

桜ヶ丘 6,652 388,355 81,508 59,954 48,430

資源物
郡元・下荒田 22,440 32,300 30,710 23,210 21,910 ※（シュレッダーを含む）

桜ヶ丘 36,190 39,630 35,830 28,770 23,710

古紙類
郡元・下荒田 91,820 93,540 96,680 104,770 86,130

桜ヶ丘 79,800 83,720 84,080 91,550 101,430

合計
郡元・下荒田 511,440 510,500 505,860 510,805 479,020

桜ヶ丘 467,012 866,145 557,338 529,794 524,190
合計 978,452 1,376,645 1,063,198 1,040,599 1,003,210

増減率（2021年度合計－2020年度合計）／（2020年度合計） －3.6%
資源物＋古紙類／総排出量　（2021年度割合） 23.2%

可燃物増減率（2021年度－2020年度）／（2020年度） －1.9%
不燃物増減率（2021年度－2020年度）／（2020年度） ー11.9%

キャンパス名 項　目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

郡元・下荒田

可燃物 76% 74% 72% 73% 74%
不燃物 2% 1% 2% 2% 3%
資源物 4% 6% 6% 5% 5%
古紙類 18% 19% 20% 20% 18%

桜ヶ丘

可燃物 74% 41% 64% 66% 67%
不燃物 1% 45% 15% 11% 9%
資源物 8% 5% 6% 5% 5%
古紙類 17% 9% 15% 18% 19%

合計

可燃物 75% 53% 68% 69% 71%
不燃物 2% 29% 9% 7% 6%
資源物 6% 5% 6% 5% 5%
古紙類 17% 13% 17% 19% 18%

可燃物 不燃物 資源化物 古紙類（％）
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廃棄物等総排出量、廃棄物分別及びその低減対策
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大気汚染防止法により、ばいじん濃度、窒素酸化物濃度、硫黄酸化物濃度の測定を年2回（7月、1月）実施した結果、全て基準値を下
回った。

大気汚染

郡元キャンパスでは、構内４個所の井戸から汲み上げた井水を教育、研究、生活、医用及び農場潅漑に使用している。市水は飲用の一
部に使用しており、井水と市水の利用割合は９９：１である。
桜ヶ丘キャンパスでは、構内２個所の井戸から汲み上げた井水を便所洗浄水に使用している。市水は医療、教育及び研究用に使用して

おり、井水と市水の割合は１：１である。
下荒田キャンパスは、市水のみを使用している。
また、新型コロナウイルス感染が拡大する前と比較すると、減少している。

※投入量と総排水量の差は水田、散水、プール、クーリングタワーなど、地下浸透や自然蒸発によるものである。
※桜ヶ丘の市水は、井水浄化水が96％含まれている。（2021年度実績）

水資源投入量・総排水量

ばい煙発生施設 ばいじん濃度（g/㎥N） 窒素酸化物濃度（ppm） 硫黄酸化物濃度（㎥N/h）
排出基準 測定値 排出基準 測定値 排出基準 測定値

中央機械棟
発電機（燃料：A重油） 0.1 0.006未満～0.085 950 380～800 1.7 0.038～0.082

中央機械棟
木質チップボイラ（燃料：木質チップ） 0.3 0.069～0.083 350 72～90 - -

中央機械棟
冷温水機（燃料：ガス） - - 150 16～28 - -

中央診療棟
冷温水機（燃料：ガス） - - 150 17～23 - -

歯科診療棟
冷温水機（燃料：ガス） - - 150 20～32 - -

2021年度　ばい煙測定結果

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率
郡元 17,071,500 16,529,500 15,401,500 10,377,295 11,601,500 11.8％

桜ヶ丘 15,215,500 15,271,500 15,626,500 14,261,500 14,467,500 1.4％
下荒田 779,500 816,500 389,000 357,500 388,000 8.5％
合計 33,066,500 32,617,500 31,417,000 24,996,295 26,457,000 5.8％

【コピー・プリント用紙（リサイクル用紙購入量）】 （枚）

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率（％）
郡元 250 234 248 202 230 13.9

桜ヶ丘 196 181 175 175 161 ▲ 8.0
下荒田 4.9 5.1 4.6 4.2 3.7 ▲ 11.9
合計 451 420 428 381 395 3.6

水資源投入量（井水＋市水） （千㎥）

キャンパス名 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 前年度比増加率（％）
郡元 95 90 84 74 76 2.7

桜ヶ丘 175 150 155 153 140 ▲ 8.5
下荒田 4.5 5.3 4.2 4.0 3.4 ▲ 15.0
合計 275 245 243 231 219 ▲ 5.0

総排水量 （千㎥）

（％）

省資源の推進（紙等の循環利用）
2021年度の総購入量は26,457,000枚で2020年度よりは増加してい

るが、2019年度まで概ね31,000,000枚前後で推移していたときより約
4,500,000枚減少している。
今後もWEB会議やiPadの利用推進などによりペーパーレス化に努めて

いく。

コピー・プリント用紙（リサイクル用紙購入量）

（枚）
郡元キャンパス 桜ヶ丘キャンパス 下荒田キャンパス
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環境報告ガイドライン2018 鹿児島大学環境報告書2022年版による項目 項目ページ
第1章　環境報告書の基礎情報
1.環境報告の基本的要件

報告対象組織 大学の概要 5~8
報告対象期間 環境報告書の作成に当たって 45
基準・ガイドライン等 環境報告書の作成に当たって 45
環境報告の全体像 環境報告書の作成に当たって 45

2.主な実績評価指標の推移
主な実績評価指標の推移 省エネルギーの推進 37~40

第2章　環境報告書の記載事項
1.経営責任者のコミットメント

重要な環境課題への対応に関する経営責任者のコミットメント 学長あいさつ 3
2.ガバナンス

事業者のガバナンス体制 鹿児島大学の環境マネジメントの仕組み 30
重要な環境課題の管理責任者 鹿児島大学の環境マネジメントの仕組み 30
重要な環境課題の管理における取締役会及び経営業務執行組織の役割 鹿児島大学の環境マネジメントの仕組み 30

3.ステークホルダーエンゲージメントの状況
ステークホルダーへの対応方針 学生の取り組み、環境教育、地域と一体となった環境保全 9～10、11~16、25~28
実施したステークホルダーエンゲージメントの概要 地域と一体となった環境保全 25~28

4.リスクマネジメント
リスクの特定、評価及び対応方法 環境マネジメント 29~36
上記の方法の全社的なリスクマネジメントにおける位置付け 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32

5.ビジネスモデル
事業者のビジネスモデル 大学の概要、環境研究 5~8、17~24

6.バリューチェーンマネジメント
バリューチェーンの概要 環境研究、環境マネジメント 17~24、29
グリーン調達の方針、目標・実績 環境マネジメント活動についての2021年度実績及び2022年度目標 29
環境配慮製品・サービスの状況 環境教育、環境研究 11~16、17~24

7.長期ビジョン
長期ビジョン 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32
長期ビジョンの設定期間 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32
その期間を選択した理由 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32

8.戦略
持続可能な社会の実現に向けた事業者の事業戦略 環境研究、鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 17~24、31~32

9.重要な環境課題の特定方法
事業者が重要な環境課題を特定した際の手順 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32
特定した重要な環境課題のリスト 環境マネジメント活動についての2021年度実績及び2022年度目標 29
特定した環境課題を重要であると判断した理由 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32
重要な環境課題のバウンダリー 鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 31~32

10.事業者の重要な環境課題
取組方針・行動計画 鹿児島大学環境方針、鹿児島大学における地球温暖化対策に関する実施計画 4、31～32
実績評価指標による取組目標と取組実績 法令遵守（コンプライアンス）、省エネルギーの推進 33~36、37~40
実績評価指標の算定方法 エコキャンパスへの取り組み 37~42
実績評価指標の集計範囲 エコキャンパスへの取り組み 37~42
リスク・機会による財務的影響が大きい場合は、それらの影響額と算定方法 -
報告事項に独立した第三者による保証が付与されている場合は、その保証報告書 -

参考資料 項目ページ

1.気候変動
温室効果ガス排出、温室効果ガス排出原単位、エネルギー使用量
の内訳及び総エネルギー使用量、総エネルギー使用量に占める
再生可能エネルギー使用量の割合

29~32
37~40

2.水資源 水資源投入量、排水量 42
3.生物多様性 事業活動が生物多様性に及ぼす影響、外部ステークホルダーとの協働の状況 17~24、25~28
4.資源循環 再生不能資源投入量、再生可能資源投入量、循環利用材の量、廃棄物等の総排出量 37~42
5.化学物質 化学物質の排出量、化学物質の移動量 33
6.大気汚染 法令遵守の状況、大気汚染規制項目の排出濃度、大気汚染物質排出量 33~36、42

環境省環境報告ガイドライン（2018年版）との対照表
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第三者による評価

近年、日本では台風や線状降水帯による大雨が発生し被害が生じている。また、夏場の気温の上昇に伴う熱中症により
死者も発生している。世界的にも、プラスチックごみによる海洋汚染や地球温暖化など地球規模の環境問題が、国際会議
等で議論されている。
「誰一人取り残さない」という理念のもと、「世界の貧困をなくす」「持続可能な世界を実現する」ことを目指し、2030年
を達成期限とする、17の目標で構成された「持続可能な開発目標」SDGｓが、2015年9月国連総会で採択された。ＳＤＧｓ
は開発途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本も積極的に取り組んでいる。
鹿児島大学の「環境報告書2022」は、大学の環境方針に基づき、学内や地域と一体となった環境保全に関する研究や
活動の結果、環境に取り組む姿勢等について、2021年度分を報告書としてまとめたものである。報告書の各項目はSDGｓ
の17の目標のどれに該当するかマークが付され、持続可能な開発目標との関係がわかりやすく示してある。
「学生の取り組み」としてまとめられた第１章では、大学キャンパス内にある玉利池の生態系調査で、日本在来種のほか、
外来種も多数生息していることが確認されている。
「環境教育」の第２章では、食品残渣を肥料化し野菜を栽培するという学習を行い、小学生の様々な体験的学びがあった
ことが伺えると報告されている。また、水産学部付属練習船による洋上教育では、漂流ごみや海底ごみ等の分析を行ってい
るが、学生がごみ問題に取り組むきっかけになってくれることを期待する。
「環境研究」の第３章では、高隈演習林における植物の多様性調査、奄美大島の野生生物のモニタリング調査の報告の
他、郡元キャンパスには古代の集落跡があるが7世紀を最後に消失しているとの報告があり興味深い。
「地域と一体になった環境教育」の第４章では、演習林の持つ役割やプラスチックごみ排出量削減の取り組みについて
記載されている。大学と鹿児島市との連携についてもまとめてあり、地域と連携した姿勢が示されている。
「環境マネジメント」の第５章は、2021年度の目標と実績が示してあり、省エネルギ－の推進と二酸化炭素排出量の削減
に関する事項については目標が達成されていない。これは、コロナ禍におけるリモート授業と対面授業の割合の差によるも
のと思うがしっかり分析していただきたい。また、実験廃液、不要薬品は引き続き適正処理をお願いする。
第６章にまとめてある「エコキャンパスへの取り組み」では、各キャンパスでの総エネルギー投入量や省エネルギ－の取
組等が示されている。予算の関係もあると思うが、照明器具の更新、空調設備の更新など計画的に行っていただきたい。ま
た、2021年度の廃棄物の排出量は、前年度より3.6%削減できたとあるが、今後も分別を徹底し、リサイクルの向上に努め
ていただきたい。
今後とも、自然豊かな地域に立地する大学として、地域の環境保全のための教
育・研究活動及び社会活動に積極的に取り組み、持続可能な社会の構築に寄与
されることを期待する。

鹿児島県地球温暖化防止活動推進センター
センター長　藪　平一郎

第三者からの評価意見
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環境報告書の作成に当たって
鹿児島大学は、従来から教育・研究活動及び大学運営においては、環境との調和と環境負荷の低減に努めています。
「環境報告書」は、それらの環境に対する様々な取り組みの状況について、「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境
に配慮した事業活動の促進に関する法律」（環境配慮促進法）に準拠し、報告するものです。
「環境報告書2022」の作成については、以下とおりです。

◆参考にしたガイドライン◆
環境省「環境報告ガイドライン2018年版」

◆編集委員◆
【環境ワーキンググループ】
農学部	 教　　授	 寺岡　行雄（WG長）
理工学研究科（工学系） 	 教　　授	 二宮　秀與
理工学研究科（理学系） 	 教　　授	 冨安　卓滋
水産学部	 准　教　授	 江幡　恵吾
医歯学総合研究科	 教　　授	 柴田　昌宏
財務部	 経理課長	 玉利　陽二
施設部	 設備課長	 籾井　輝寿
附属病院	 施設管理課長	 松﨑健太郎
学生部	 学生生活課長	 永松　　巌

◆執筆者◆
教育学部	 准　教　授	 浅野　陽樹
理工学研究科（理学系）	 助　　教	 渡部　俊太郎
農学部	 助　　教	 牧野　耕輔
水産学部	 准　教　授	 幅野　明正
共通教育センター	 准　教　授	 藤田　志歩
埋蔵文化財調査センター	 教　　授	 中村　直子
環境安全センター	 教　　授	 冨安　卓滋
鹿児島大学生活協同組合	 専務理事	 南條　　晃
生物研究会
　教育学部		  福本　滉太郎
　理学部		  松永　拓真

◆報告対象期間◆
2021年４月～20２2年３月

◆発行日◆
20２2年９月

◆掲載場所◆
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kankyohoukoku.html

◆次回発行予定日◆
20２3年９月
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◇お問い合わせ先◇
国立大学法人鹿児島大学施設部
〒８９０－８５８０
住　所  鹿児島市郡元一丁目２１番２４号
ＴＥＬ　０９９－２８５－７２１５
ＦＡＸ　０９９－２８５－７２２５
E-mail kksoumu@kuas.kagoshima-u.ac.jp
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